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一

は
じ
め
に

損
害
保
険
や
傷
害
保
険
で
は
、
実
務
上
、
そ
の
約
款
に
お
い
て
他
保
険
契
約
の
加
入
と
い
う
事
実
に
つ
き
契
約
申
込
書
に
他
保
険

加
入
の
有
無
に
つ
い
て
告
知
あ
る
い
は
通
知
を
求
め
、
こ
れ
に
違
反
し
た
と
き
に
は
、
保
険
者
に
契
約
の
解
除
権
発
生
と
い
う
効
果

を
与
え
て
い
る
。
こ
の
解
除
権
発
生
の
要
件
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
裁
判
例
が
出
さ
れ
、
ま
た
、
多
く
の
論
者
に

よ
っ
て
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
議
論
は
、
約
款
規
定
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
趣
旨
、
解
除
の
際
の
要
件

を
中
心
に
な
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
今
な
お
、
そ
の
論
争
に
は
一
定
の
方
向
性
す
ら
見
い
だ
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ

し
て
、
二
〇
〇
八
年
に
保
険
法
が
新
た
に
成
立
し
た
が
、
こ
の
新
法
に
お
い
て
は
、
他
保
険
契
約
の
不
告
知
・
不
通
知
が
あ
っ
た
と

き
の
契
約
解
除
の
要
件
、
そ
し
て
約
款
の
効
力
は
い
か
に
考
え
ら
れ
る
か
。
本
稿
は
こ
れ
ま
で
の
こ
の
問
題
│
│
解
除
の
要
件
│
│

に
関
す
る
裁
判
例
及
び
学
説
の
状
況
を
再
度
検
討
し
な
が
ら
、
新
保
険
法
に
お
け
る
他
保
険
契
約
の
不
告
知
・
不
通
知
に
よ
る
解
除

に
つ
い
て
の
解
釈
の
あ
り
方
や
約
款
条
項
の
有
効
性
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

二

他
保
険
契
約
の
告
知
・
通
知
義
務
を
め
ぐ
る
学
説
の
整
理

ま
ず
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
検
討
す
る
前
提
と
し
て
、
告
知
義
務
の
根
拠
に
つ
い
て
の
議
論
を
整
理
し
て
お
く
。
告
知
義
務
の
生

ず
る
根
拠
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
は
、
契
約
法
理
に
よ
り
説
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
、
保
険
制
度
の
技
術
的
構
造
（
危
険
率
測
定
）

と
い
う
問
題
を
根
拠
と
し
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
立
場
（
危
険
測
定
説
）
と
に
分
か
れ
て
い
た
。
前
者
は
さ
ら
に
、
一
般
的
な
契
約

法
理
（
契
約
締
結
上
の
過
失
）
に
よ
っ
て
基
礎
付
け
る
立
場
と
、
保
険
契
約
の
特
殊
的
構
造
（
保
険
契
約
の
射
倖
契
約
性
・
善
意
契
約

性
）
に
よ
っ
て
基
礎
付
け
る
立
場
と
に
分
か
れ
る
が
、
現
在
で
は
、
保
険
制
度
は
保
険
契
約
と
い
う
法
律
関
係
に
よ
り
形
成
さ
れ
、
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保
険
者
と
加
入
者
と
を
契
約
当
事
者
と
す
る
権
利
義
務
関
係
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
、
契
約
の
効
果
が
制
度
目
的
に
妥
当
す
る
こ
と
が

当
然
に
前
提
に
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
反
面
、
契
約
当
事
者
間
の
衡
平
と
い
っ
た
契
約
法
に
固
有
の
理
念
に
基
づ
く
効
果
と
い
う
も
の

も
、
制
度
の
中
に
本
来
的
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
契
約
法
理
に
よ
る
根
拠
付
け
と
保
険
技
術
に
よ
る
根
拠
付
け
と
は
両
立
す

る
、
と
い
う
見
解
が
有
力
で
あ
る
。

次
に
、
他
保
険
契
約
を
告
知
事
項
と
し
た
約
款
規
定
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
無
効
と
す
る
説
と
、
有
効
と
す
る
説
と
に

分
か
れ
る
。
無
効
説
は
、
前
述
の
危
険
測
定
説
に
拠
り
、
告
知
義
務
と
さ
れ
る
事
項
は
危
険
率
の
測
定
上
、
関
係
の
あ
る
重
要
事
項

に
限
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
他
保
険
加
入
の
事
実
を
告
知
さ
せ
る
べ
き
事
項
は
危
険
測
定
に
関
係
の
あ
る
事
実
に
は
関
係
な
い
か
ら
、
商

法
上
の
告
知
義
務
の
告
知
事
項
に
入
ら
ず
、
か
か
る
規
定
も
無
効
で
あ
る
、
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
有
効
説
は
、
こ
の
よ
う
な
他

保
険
契
約
の
告
知
義
務
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
、
保
険
者
が
保
険
事
故
招
致
や
保
険
事
故
発
生
の
仮
装
を
誘
発
す
る
モ
ラ
ル
リ
ス
ク

対
策
と
し
て
、
契
約
締
結
を
回
避
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
と
い
う
理
由
を
挙
げ
、
か
か
る
規
定
を
有
効
と
す
る
。

有
効
説
は
さ
ら
に
、
商
法
上
の
告
知
義
務
と
は
な
ら
な
い
が
、
告
知
義
務
に
関
す
る
規
定
は
強
行
規
定
で
は
な
い
か
ら
、
モ
ラ
ル
リ

ス
ク
防
止
の
観
点
か
ら
、
い
わ
ば

不
真
正
の

告
知
義
務
と
解
す
る
説
と
、
告
知
義
務
の
対
象
で
あ
る
重
要
事
項
は
必
ず
し
も
客

観
的
な
危
険
率
測
定
に
限
ら
ず
、
モ
ラ
ル
リ
ス
ク
等
、
主
観
的
危
険
に
関
す
る
事
実
も
商
法
上
の
（

真
正
の

）
告
知
義
務
の
対
象

と
な
る
と
解
す
る
説
と
が
あ
る
。
生
命
保
険
に
お
い
て
は
、
古
い
判
例
で
、
他
保
険
加
入
の
事
実
は
告
知
事
項
と
な
ら
な
い
、
と
さ

れ
た
も
の
が
あ
る

）
が
、
そ
の
後
の
裁
判
例
、
学
説
の
大
勢
は
、

真
正

、

不
真
正

の
い
ず
れ
か
は
と
も
か
く
、
そ
の
約
款
規
定

の
有
効
性
を
肯
定
し
て
い
る
。
一
方
、
通
知
義
務
を
定
め
た
約
款
規
定
に
つ
い
て
も
、
大
多
数
の
学
説
そ
し
て
以
下
に
見
る
裁
判
例

は
告
知
義
務
と
同
様
、
こ
れ
を
有
効
と
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
条
項
中
に
は

故
意
・
重
過
失

要
件
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
も
一
般
に
、
告
知
義
務
と
の
均
衡
上
、
同
要
件
が
必
要
と
解
さ
れ
て
い
る

）
。
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三

他
保
険
契
約
の
不
告
知
・
不
通
知
に
よ
る
解
除
権
行
使
の
要
件

1

裁
判
例
の
概
観

他
保
険
契
約
の
不
告
知
・
不
通
知
を
理
由
と
し
て
、
契
約
の
解
除
が
争
わ
れ
た
こ
こ
二
〇
年
余
り
の
事
例
を
解
除
権
成
立
の
要
件

や
そ
の
立
証
責
任
の
別
に
整
理
す
る
と
、
お
よ
そ
以
下
の
と
お
り
と
な
る
。
な
お
、
検
討
す
る
裁
判
例
は
、
傷
害
保
険
が
中
心
で
あ

る
が
、
一
部
損
害
保
険
も
含
む

）
。
ま
た
、
裁
判
例
に
は
判
決
年
月
日
順
に
通
し
番
号
を
付
し
た
。

第
一
の
類
型
は
、
他
保
険
契
約
加
入
の
事
実
に
つ
き
告
知
・
通
知
を
せ
ず
、
か
つ
そ
の
違
反
が
、
保
険
契
約
者
等
の

故
意
・
重

過
失

）

に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
場
合
に
保
険
者
に
よ
る
解
除
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
裁
判
例
で
あ
り
、
②
東
京
地
判
昭
和
六
三
年
二
月

一
八
日
（
判
例
時
報
一
二
九
五
号
一
三
二
頁
）、
③
神
戸
地
判
平
成
元
年
九
月
二
七
日
（
判
例
時
報
一
三
四
二
号
一
三
七
頁
）、
⑪
水

）
戸
地

判
平
成
一
〇
年
五
月
一
四
日
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
九
九
一
号
二
二
一
頁
）、
⑫
東
京
地
判
平
成
一
二
年
五
月
一
〇
日
（
金
融
・
商
事
判
例
一

〇
九
九
号
四
二
頁
）
が
あ
る
。

第
二
の
類
型
は
、
右
の

故
意
・
重
過
失

要
件
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
解
除
権
行
使
を
肯
定
す
る
た
め
の
何
ら
か
の
理
由
を

必
要
と
す
る
と
し
て
、
保
険
者
が
解
除
権
を
行
使
で
き
る
場
合
に
絞
込
み
を
か
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
約
款
に

他
保
険
契
約
の
告
知
・
通
知
義
務
に
関
す
る
条
項
が
あ
り
、
附
合
契
約
性
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
近
年
、
保
険
加
入
の
機
会
の
増
大

に
よ
り
、
保
険
が
競
合
す
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
と
こ
ろ
、
一
般
に
は
、
他
保
険
契
約
加
入
の
不
告
知
・
不
通
知
が
重
大
な
も
の
と

認
識
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
（
損
害
保
険
の
場
合
は
、
保
険
金
額
は
保
険
契
約
の
目
的
の
価
額
に
限
ら
れ
る
こ
と
、
重
複
保
険
の
規
定
に

よ
っ
て
保
険
者
の
負
担
す
べ
き
保
険
金
額
は
分
担
の
方
法
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
等
の
理
由
も
加
わ
る
）、
直
ち
に
保
険
契
約
を
解
除
で

き
る
の
は
保
険
契
約
者
側
に
と
っ
て
酷
で
あ
る
等
々
の
理
由
か
ら
、

故
意
・
重
過
失

要
件
に
何
ら
か
の
加
重
要
件
を
課
し
、
か

つ
そ
の
立
証
責
任
は
保
険
者
側
に
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
絞
込
み
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
理
由
付
け
を
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
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そ
の
不
告
知
が
不
正
（
不
法
）
な
保
険
金
取
得
の
目
的
に
出
た
な
ど
、
不
告
知
を
理
由
と
し
て
解
除
す
る
こ
と
が
（
社
会
通
念
上
）

公
平
か
つ
妥
当
と
解
さ
れ
る
場
合

に
解
除
可
と
し
た
裁
判
例
と
し
て
、
①
東
京
地
判
昭
和
六
一
年
一
月
三
〇
日
（
判
例
時
報
一
一

八
一
号
一
四
六
頁
）、
⑤
東
京
地
判
平
成
三
年
七
月
二
五
日
（
判
例
時
報
一
四
〇
三
号
一
〇
八
頁
）、
⑮
神
戸
地
判
平
成
一
三
年
一
一
月

二
一
日
（
交
通
事
故
民
事
裁
判
例
集
三
四
巻
六
号
一
五
三
八
頁
）、

保
険
契
約
者
に
保
険
制
度
悪
用
の
意
図
が
認
め
ら
れ
る
場
合

と

し
た
④
東
京
地
判
平
成
二
年
三
月
一
九
日
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
七
四
四
号
一
九
九
頁
）、

解
除
す
る
の
に
正
当
な
事
由
が
あ
る
こ
と

と

し
た
⑧
東
京
高
判
平
成
四
年
一
二
月
二
五
日
（
判
例
時
報
一
四
五
〇
頁
一
三
九
頁
）、
⑱
東
京
地
判
平
成
一
五
年
五
月
一
二
日
（
判
例

タ
イ
ム
ズ
一
一
二
六
号
二
四
〇
頁
）、

保
険
契
約
上
の
信
義
則
に
反
し
、
保
険
制
度
の
趣
旨
・
目
的
に
悖
る
事
態
に
限
り

解
除
可
と

し
た
⑲
名
古
屋
地
判
平
成
一
五
年
六
月
四
日
（
交
通
事
故
民
事
裁
判
例
集
三
六
巻
三
号
八
二
三
頁
）
が
あ
る
。

さ
ら
に
、

事
案
の
全
体
を
眺
め
て
、
解
除
権
の
濫
用
と
な
ら
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

に
解
除
可
と
し
た
⑨
東
京
高
判
平
成

五
年
九
月
二
八
日
（
判
例
時
報
一
四
七
九
号
一
四
〇
頁
）、
⑩
広
島
地
判
平
成
八
年
一
二
月
二
五
日
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
九
五
四
号
二
四
一

頁
）、
⑳
青
森
地
裁
八
戸
支
判
平
成
一
八
年
六
月
二
六
日
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
二
五
八
号
二
九
五
頁
）
と
い
う
裁
判
例
が
あ
る
。
な
お
、

⑬
東
京
地
判
平
成
一
三
年
五
月
一
六
日
（
金
融
・
商
事
判
例
一
一
一
九
号
一
六
頁
）
の
う
ち
、
通
知
義
務
違
反
に
関
す
る
部
分
も
こ
れ

に
近
い
理
由
付
け
を
し
て
い
る

）
。
そ
の
他
、

諸
般
の
事
情
か
ら
不
正
利
得
目
的
ま
た
は
保
険
事
故
招
致
等
の
道
徳
的
危
険
の
存
在

が
あ
る
程
度
具
体
的
に
推
認
さ
れ
る
場
合

に
解
除
可
と
し
た
⑦
仙
台
高
裁
秋
田
支
判
平
成
四
年
八
月
三
一
日
（
判
例
時
報
一
四
四

九
号
一
四
二
頁
）
や
、

保
険
者
が
重
複
保
険
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
加
入
を
拒
否
し
た
場
合
に
限
り
解
除
可

と
す
る
裁

判
例
と
し
て
⑯
大
阪
高
判
平
成
一
四
年
一
二
月
一
八
日
（
判
例
時
報
一
八
二
六
号
一
四
三
頁
）
が
あ
る
。

第
三
の
類
型
は
、
故
意
・
重
過
失
に
よ
る
他
保
険
契
約
の
不
告
知
・
不
通
知
が
あ
れ
ば
原
則
と
し
て
保
険
者
は
契
約
を
解
除
で
き

る
が
、
保
険
契
約
者
側
が
何
ら
か
の
反
証
を
挙
げ
た
場
合
に
は
、
解
除
不
可
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
⑥
東
京
高
判
平
成

三
年
一
一
月
二
七
日
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
七
八
三
号
二
三
五
頁
）
は
、

保
険
契
約
者
側
で
保
険
金
を
不
法
に
取
得
し
、
保
険
を
濫
用
す
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る
目
的
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
特
段
の
事
情
を
主
張
立
証
し
た
と
き

に
は
、
解
除
不
可
と
す
る
。
そ
の
他
、

保
険
契
約

者
側
で
重
複
保
険
に
至
っ
た
経
緯
・
目
的
を
立
証
し
て
、
告
知
義
務
設
置
の
趣
旨
に
抵
触
し
な
い
こ
と
を
立
証
し
た
場
合

に
は
解

除
不
可
と
す
る
既
出
⑬
判
決
の
う
ち
、
告
知
義
務
違
反
に
関
す
る
部
分
、
⑭
神
戸
地
判
平
成
一
三
年
一
〇
月
一
二
日
（
公
刊
物
未
搭

載
））、

⑰
名
古
屋
地
判
平
成
一
五
年
四
月
一
六
日
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
一
四
八
号
二
六
五
頁
）
が
あ
る
。

2

学
説
の
概
観

上
記
裁
判
例
を
ふ
ま
え
、
学
説
及
び
議
論
の
状
況
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
議
論
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
件
構
成
の
根
拠
や
モ
ラ
ル
リ

ス
ク
対
策
と
し
て
の
有
効
性
、
保
険
契
約
当
事
者
間
の
衡
平
を
ど
の
よ
う
に
し
て
図
る
か
と
い
う
論
点
を
中
心
に
な
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
は
主
に
上
記
第
二
類
型
に
対
す
る
批
判
を
軸
に
展
開
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

上
記
第
二
類
型
に
与
す
る
見
解
は
、
上
記
の
裁
判
例
で
も
判
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
保
険
契
約
者
等
に
課
さ
れ
て
い
る
他
保
険

契
約
の
告
知
義
務
・
通
知
義
務
は
、
保
険
契
約
者
等
ら
が
そ
の
存
在
お
よ
び
違
反
し
た
と
き
の
効
果
の
重
大
性
に
つ
い
て
認
識
す
る

こ
と
が
薄
い
こ
と
、
（
特
に
傷
害
保
険
で
は
）
重
複
し
て
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
こ
と
に
鑑
み
、
故
意
・
重
過
失
の
不

告
知
（
不
通
知
）
だ
け
で
は
な
く
、
保
険
者
側
に
お
い
て
、
保
険
契
約
を
濫
用
す
る
意
図
を
有
し
て
い
た
こ
と
の
証
明
が
必
要
で
あ

り
、
そ
れ
は
保
険
金
額
総
額
の
過
大
さ
、
契
約
締
結
日
の
近
接
、
保
険
事
故
発
生
の
態
様
の
異
常
、
保
険
契
約
者
の
職
業
等
の
諸
要

素
を
十
分
考
慮
の
う
え
判
断
す
べ
き
、
と
主
張
す
る

）
が
、
こ
れ
に
対
し
、
第
一
類
型
に
与
す
る
論
者
は
、
約
款
の
文
言
が
著
し
く
不

合
理
で
な
い
限
り
約
款
規
定
に
沿
っ
た
解
釈
を
す
べ
き
で
あ
り
、
加
重
要
件
を
導
入
す
べ
き
で
な
い

）
と
し
て
、

重
過
失

要
件
を

故
意
に
近
い
も
の
と
し
て
厳
格
に
解
す
る
ほ
う
が
、
約
款
の
文
言
に
も
忠
実
で
妥
当
で
あ
る
と
す
る

）
。
あ
る
い
は
、
同
じ
く
第
一
類

型
に
与
し
な
が
ら
、
故
意
・
重
過
失
の
認
定
に
つ
い
て
は
弾
力
的
に
認
定
す
べ
き
で
あ
る
、
と
す
る
見
解

）
も
あ
る
。
他
方
、
第
三
類

型
に
与
す
る
論
者

）
は
、

故
意
・
重
過
失

要
件
に
不
正
取
得
目
的
等
の
加
重
要
件
を
付
加
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

他
保
険
契
約
の
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告
知
義
務
違
反
に
対
し
、
保
険
者
は
事
故
発
生
の
前
後
を
問
わ
ず
、
ほ
と
ん
ど
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
結
局
、
他
保
険

契
約
の
告
知
義
務
制
度
の
実
効
性
を
失
わ
せ
る
こ
と

）
、
そ
し
て
、
保
険
契
約
者
側
が
告
知
義
務
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
契
約
を
拒

絶
し
た
の
と
同
じ
状
態
を
生
ぜ
し
め
る
た
め
に
何
ゆ
え
に
保
険
者
は
立
証
上
特
別
の
負
担
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
、
と
疑

問
を
呈
し
、
立
証
責
任
を
転
換
し
て
、
保
険
者
の
立
証
責
任
の
軽
減
を
図
る
べ
き
で
あ
る

）
、
と
主
張
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
は
、
保
険
契
約
者
側
に
と
っ
て
は
不
法
目
的
、
濫
用
目
的
が
な
か
っ
た
と
す
る
消
極
的
証
明
は
容
易
で
は
な
く
、

保
険
者
と
保
険
契
約
者
と
の
利
益
調
整
の
う
え
で
適
当
で
は
な
い

）
と
い
う
批
判
が
あ
る
。
そ
の
他
、
第
二
類
型
に
属
す
る
裁
判
例
に

は
、
上
記
事
例
⑦
の
よ
う
に
加
重
要
件
を
、
道
徳
的
危
険
の
存
在
が

あ
る
程
度
具
体
的
に
推
認
さ
れ
る
場
合

と
す
る
こ
と
が
、

保
険
者
の
立
証
の
困
難
さ
を
緩
和
す
る
も
の
で
あ
る
と
評
価
す
る
見
解

）
も
あ
る
。

以
上
の
議
論
は
、
保
険
者
と
保
険
契
約
者
等
の
衡
平
を
図
る
方
法
と
し
て
、
単
な
る
他
保
険
契
約
の
告
知
・
通
知
の
懈
怠
が
あ
る

事
例
の
う
ち
、
モ
ラ
ル
リ
ス
ク
の
あ
る
場
合
の
み
を
契
約
解
除
の
対
象
と
し
て
絞
り
込
む
方
法
と
し
て
、
そ
の
絞
込
み
を

故
意
・

重
過
失

の
認
定
の
中
で
な
す
か
、
あ
る
い
は

故
意
・
重
過
失

要
件
と
は
別
に
、
加
重
要
件
を
課
す
か
と
い
う
問
題
、
お
よ
び
、

契
約
当
事
者
間
の
衡
平
上
、

絞
込
み
の
負
担

、
す
な
わ
ち
不
正
取
得
目
的
や
保
険
の
濫
用
目
的
等
が
存
在
す
る
こ
と
（
あ
る
い
は

存
在
し
な
い
こ
と
）
の
立
証
責
任
を
保
険
者
と
保
険
契
約
者
側
の
ど
ち
ら
に
課
す
の
が
妥
当
か
と
い
う
、
立
証
責
任
の
分
配
の
問
題

が
焦
点
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、

モ
ラ
ル
リ
ス
ク

の
排
除
に
際
し
、
こ
れ
ま
で
の
裁
判
例
は
い
ず
れ
も
保
険
事
故
発
生
後
、

し
か
も
故
意
の
事
故
招
致
等
が
疑
わ
れ
る
よ
う
な
事
例
が
大
半
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
他
保
険
契
約
の
告
知
・
通
知
義
務
違
反
の
問

題
も
、
実
務
上
は
、
故
意
の
事
故
招
致
を
立
証
で
き
な
い
と
き
の
予
備
的
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と

）
に
対
す
る
批
判
と
し

て
、

モ
ラ
ル
リ
ス
ク

防
止
の
意
味
お
よ
び
告
知
義
務
違
反
の
意
味
を
問
い
直
し
、
要
件
を
客
観
化
し
よ
う
と
い
う
観
点
か
ら
の

見
解
が
出
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
他
保
険
契
約
の
告
知
義
務
と
は
、
保
険
契
約
を
締
結
す
る
か
否
か
の
決
定
に
あ
た
り
、
モ
ラ
ル
リ

ス
ク
面
で
の
判
断
材
料
を
保
険
者
に
提
供
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
と
ら
え
て
、
保
険
者
に
と
っ
て
の
引
受
基
準
を
超
え
て
い
る
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か
ど
う
か
と
い
う
基
準
を

客
観
的
要
件

と
し
、
主
観
的
要
件
で
あ
る

故
意
・
重
過
失

要
件
と
共
に
、
解
除
権
行
使
の
要
件

と
す
る

）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
絞
込
み
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

不
正
取
得
目
的

や

社
会
通
念
上
公

平
か
つ
妥
当

、

解
除
す
る
の
に
正
当
な
事
由
が
あ
る
こ
と

等
々
の
加
重
要
件
が
、
や
や
も
す
る
と
抽
象
的
で
、
保
険
者
に
と
っ

て
何
を
立
証
す
れ
ば
よ
い
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
（
少
な
く
と
も
保
険
者
に
と
っ
て
は
）
基
準
を
明
ら
か

に
し
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
そ
の
当
否
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
か
ら
、
さ
ら
に
契
約
解
除
の
具
体
的
な
基

準
に
つ
い
て
一
歩
踏
み
込
ん
だ
も
の
と
い
え
る
。

3

小

括

こ
こ
ま
で
の
学
説
に
お
け
る
議
論
を
整
理
す
る
と
、
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
。
第
二
類
型
の
立
場
は
保
険
契
約
者

の
保
護
と
安
定
性
を
重
視
し
、
不
正
取
得
目
的
あ
る
い
は
濫
用
目
的
等
を
課
す
が
、
こ
れ
に
対
し
、
第
一
、
第
三
類
型
の
立
場
は
、

加
重
要
件
を
強
調
す
る
と
故
意
の
事
故
招
致
に
お
け
る
立
証
と
大
差
が
な
く
な
り
、
保
険
者
の
負
担
が
重
く
な
る
こ
と
、
保
険
者
に

よ
る
簡
便
な
契
約
解
除
が
で
き
ず
、
モ
ラ
ル
リ
ス
ク
防
止
の
機
能
を
損
ね
る
こ
と
等
の
理
由
か
ら
、
契
約
締
結
時
の
事
前
的
な
モ
ラ

ル
リ
ス
ク
の
防
止
機
能
を
重
視
し
、
極
力
告
知
義
務
の
法
理
に
則
り
、
告
知
事
項
お
よ
び
そ
の
違
反
の
効
果
を
定
め
た
約
款
規
定
に

沿
っ
た
解
決
を
強
調
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
学
説
に
お
け
る
議
論
の
元
と
な
る
裁
判
例
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
個
別
具
体
的
な
事
情
が
あ
る
。
従
っ
て
、
諸
裁
判
例
に
お
け
る
個
別
具
体
的
事
情
の
検
討
・
分
析
な
く
し
て
、
一
般
論
と
し
て
、

一
律
に
そ
れ
ら
要
件
の
当
否
を
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
解
除
要
件
と
結
論
と
の
相
関
関
係
の
有
無
お
よ
び

各
要
件
を
満
た
す
認
定
事
実
の
分
析
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
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四

裁
判
例
の
分
析

1

裁
判
例
の
分
類
お
よ
び
要
件
の
分
布

裁
判
例
の
解
除
要
件
に
つ
い
て
、
告
知
事
項
の

故
意
・
重
過
失

要
件
の
ほ
か
に
、
さ
ら
に
要
件
を
加
重
す
る
か
否
か
、
お
よ

び
加
重
要
件
（
不
正
取
得
目
的
の
有
無
）
の
立
証
責
任
を
保
険
者
に
課
す
か
、
保
険
契
約
者
側
に
課
す
か
の
基
準
で
、
上
記
裁
判
例

を
前
述
の
第
一
類
型
か
ら
第
三
類
型
に
分
類
し
、
さ
ら
に
結
論
と
し
て
契
約
の
解
除
を
認
め
た
事
例
、
認
め
な
か
っ
た
事
例
が
そ
れ

ぞ
れ
ど
の
類
型
に
属
す
る
か
に
つ
い
て
整
理
し
た
。
た
だ
し
、
同
一
の
事
例
で
も
、
一
部
請
求
を
認
容
し
、
一
部
棄
却
と
い
う
事
例

）

（
②
、
⑩
、
⑯
）
も
あ
る
。

要
件
構
成
に
つ
い
て
一
般
論
で
言
え
ば
、
第
一
、
第
三
類
型
は
相
対
的
に
言
え
ば
、
保
険
者
側
に
有
利
、
第
二
類
型
は
保
険
契
約

者
側
に
有
利
で
あ
る
と
い
え
よ
う
が
、
結
論
と
の
相
関
関
係
か
ら
見
る
と
、
解
除
を
認
め
た
事
例
に
つ
い
て
は
、
第
一
類
型
に
属
す

る
事
例
が
四
例
（
②）
、
③
、
⑪
、
⑫
）、
第
二
類
型
に
属
す
る
事
例
が
五
例
（
⑦
、
⑨
、
⑩
の
一
部
、
⑬
の
通
知
義
務
違
反
部
分
、
⑮
、
⑯

の
一
部
）、
第
三
類
型
に
属
す
る
事
例
が
四
例
（
⑥
、
⑬
の
告
知
義
務
違
反
部
分
、
⑭
、
⑰
）
と
満
遍
な
く
分
か
れ
、
類
型
と
の
相
関
関

係
は
あ
ま
り
な
い
よ
う
に
も
思
え
る
。
一
方
、
契
約
解
除
を
認
め
な
か
っ
た
事
例
の
う
ち
九
例
（
①
、
④
、
⑤
、
⑧
、
⑩
の
一
部
、
⑯

の
大
部
分
、
⑱
、
⑲
、
⑳
）
は
第
二
類
型
に
集
中
（
そ
の
他
、
②
通
知
義
務
違
反
部
分
は
第
一
類
型
）
し
て
お
り
、
一
見
、
保
険
契
約
者

側
に
有
利
な
結
論
が
出
た
よ
う
に
も
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
事
例
を
個
別
に
眺
め
る
な
ら
ば
、
①
は
、
契
約
締
結
が
重
複
し
た
経

緯
が
保
険
契
約
者
の
事
務
員
の
ミ
ス
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
認
定
さ
れ
、
モ
ラ
ル
リ
ス
ク
が
な
い
の
が
明
ら
か
な
事
例
で
あ
り
、

四
例
（
⑧）
、
⑱
、
⑲
、
⑳）
）
は
そ
も
そ
も
不
告
知
・
不
通
知
に
つ
い
て
の

故
意
・
重
過
失

が
認
め
ら
れ
な
い
か
、
あ
る
い
は
疑

わ
し
い
と
判
断
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
④
は
加
重
要
件
（
保
険
制
度
悪
用
の
意
図
）
に
つ
い
て
保
険
者
側
の
主
張
立
証
が
な

い
か
ら
、
⑤
は
保
険
金
額
が
日
常
的
な
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
加
重
要
件
（
社
会
通
念
上
、
公
正
か
つ
妥
当
な
理
由
）
を
満
た
さ
な
い
、
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と
し
て
解
約
解
除
を
認
め
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
そ
の
後
、
控
訴
審
（
⑥
、
⑨
）
で
契
約
解
除
を
認
め
た
も
の
で
あ

り
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
事
実
認
定
の
違
い
に
基
づ
く
も
の

）
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
そ
の
他
⑩
は
事
故
の
発
生
が
疑
わ
し
い
と
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
⑯
は
解
除
の
要
件
が
、

申
込
時
点
で
の
契
約
締
結
拒
絶
の
可
能
性

と
い
う
か
な
り
特
殊
な
事
例
で
あ
り
、
し
か
も

通
知
義
務
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
保
険
請
求
に
不
正
請
求
の
疑
い
が
あ
る
こ
と
や
不
通
知
に
著
し
い
信
義
則
違
反
が
あ
る
こ
と
を
要

求
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
多
く
の
契
約
を
解
除
不
可
と
し
、
時
期
的
に
最
後
に
締
結
さ
れ
た
契

約
の
み
解
除
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
（
重
複
保
険
九
件
中
）

二
件
（
た
だ
し
、
う
ち
一
件
は
既
往
症
の
告
知

義
務
違
反
な
の
で
、
他
保
険
契
約
の
告
知
義
務
違
反
は
厳
密
に
は
一
件
=
筆
者
注
）
の
み
モ
ラ
ル
リ
ス
ク
の
保
険
契
約
で
、
同
じ
重
複
保

険
で
あ
り
な
が
ら
残
り
の
七
件
は
モ
ラ
ル
リ
ス
ク
で
な
い
と
い
う
の
は
明
ら
か
に
お
か
し
い

と
い
う
指
摘

）
が
あ
る
ほ
か
、
こ
の
よ

う
な
要
件
の
立
て
方
は

む
し
ろ
立
法
論
で
あ
っ
て
、
現
行
約
款
の
解
釈
の
域
を
超
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る

と
い
う
見
解

）

や
、

総
合
的
な
判
断
の
参
考
に
は
な
る
が
、
保
険
者
の
内
部
基
準
に
す
ぎ
ず
、
疑
問
で
あ
る

）

と
す
る
等
、
批
判
が
多
い
。
こ
う

し
て
み
る
と
、
他
保
険
契
約
の
告
知
・
通
知
義
務
違
反
に
つ
い
て
解
除
が
否
定
さ
れ
た
こ
れ
ま
で
の
事
例
を
見
る
と
、
保
険
者
に
加

重
要
件
の
立
証
責
任
が
課
さ
れ
た
こ
と
で
、
こ
と
さ
ら
保
険
者
側
に
不
利
に
働
い
た
傾
向
は
う
か
が
わ
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

2

故
意
・
重
過
失

要
件
の
認
定
に
関
す
る
事
実

次
に
、
各
要
件
を
認
定
す
る
事
実
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
ま
ず
、
告
知
事
項
に
関
す
る

故
意
・
重
過
失

の
認
定
に
つ
い
て
で

あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
事
例
で
、
申
込
書
に
告
知
欄
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
容
易
に
気
付
く
こ
と
、
冊
子
に
約
款
を
よ
く
読
む
よ
う

注
意
を
促
し
て
い
る
こ
と
や
、
保
険
会
社
の
担
当
者
が
契
約
申
込
の
際
に
質
問
し
て
い
る
こ
と

）
（
②
、
③
、
⑤
、
⑦
、
⑨
、
⑫
、
⑬
、

⑭
、
⑯
、
⑰
）、
こ
れ
ま
で
の
保
険
契
約
加
入
等
の
経
験
か
ら
他
保
険
加
入
の
事
実
が
告
知
事
項
に
当
た
る
こ
と
は
当
然
に
知
っ
て

い
た
こ
と
（
②
、
⑫
、
⑬
、
⑮
）、
過
大
な
重
複
保
険
に
加
入
し
て
お
り
、
重
複
保
険
の
存
在
に
つ
い
て
知
ら
な
か
っ
た
と
は
考
え
ら
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れ
な
い
こ
と
（
⑦
、
⑯
）、
以
前
保
険
業
務
に
従
事
し
て
い
た
等
の
理
由
に
よ
り
、
保
険
業
務
に
通
じ
て
お
り
、
引
受
制
限
や
重
複

保
険
が
審
査
対
象
に
な
る
こ
と
を
知
悉
し
て
い
た
こ
と
（
⑥
、
⑩
、
⑫
、
⑭
）
と
い
う
よ
う
な
事
実
を
挙
げ
て
、

故
意
・
重
過
失

の
認
否
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
中
に
は
、
重
複
契
約
締
結
が
時
間
的
に
近
接
し
て
い
る
こ
と
（
⑨
、
⑰
）、
執
拗
に
契
約
締
結
を

迫
っ
た
こ
と
（
⑤
、
⑨
）、
保
険
代
理
店
に
自
ら
飛
び
込
み
で
契
約
を
し
て
い
る
こ
と
（
⑨
、
⑯
、
⑰
）、
事
故
後
の
説
明
に
お
け
る

不
審
な
言
動
（
⑰
）
と
い
っ
た
よ
う
な
、
契
約
締
結
時
に
お
け
る
保
険
契
約
者
等
の
不
審
な
態
様
や
、
後
に
見
る
加
重
要
件
の
認
定

事
実
と
し
て
拾
う
べ
き
よ
う
な
理
由
も
散
見
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
第
一
類
型
を
支
持
す
る
論
者
の
中
に
は
、

故
意
・
重
過
失

要
件
を
厳
格
に
解
し
て
、
モ
ラ
ル
リ
ス
ク
に
抵
触
す
る
よ
う
な
事
例
の
み
解
除
を
認
め
る
、
す
な
わ
ち
、
モ
ラ
ル
リ
ス
ク
の
存
在
が

認
め
ら
れ
る
よ
う
な
事
実
も
併
せ
て
は
じ
め
て
、

故
意
・
重
過
失

を
認
定
す
れ
ば
よ
い
、
と
い
う
見
解
が
あ
っ
た
が
、
実
際
に

は
、
第
一
類
型
に
属
す
る
、
解
除
を
認
め
た
事
例
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
厳
格
な
解
釈
は
見
ら
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
、
こ
れ

ら
の
事
例
は
、
事
故
に
偶
然
性
が
認
め
ら
れ
な
い
（
②
、
⑫
）、
あ
る
い
は
事
故
と
入
院
加
療
と
の
間
に
因
果
関
係
な
し
（
③
）
と
い

っ
た
事
例
で
、
他
保
険
契
約
の
告
知
・
通
知
義
務
違
反
以
外
の
争
点
に
お
い
て
、
ほ
ぼ
契
約
解
除
又
は
保
険
者
の
免
責
の
結
論
が
認

め
ら
れ
る
よ
う
な
事
例
ば
か
り

）
で
あ
り
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
事
例
で
は
、
保
険
契
約
者
側
の
保
護
の
必
要
性
が
薄
い

ゆ
え
に
、
他
保
険
契
約
の
不
告
知
、
不
通
知
に
つ
い
て
は
、
あ
え
て

故
意
・
重
過
失

要
件
を
厳
格
に
解
し
た
り
、
加
重
要
件
を

課
し
た
り
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
第
二
類
型
に
属
す
る
事
例
（
⑦
、
⑨
）
に
お
い

て
、
下
記
加
重
要
件
を
認
定
す
る
事
実
と
重
複
す
る
形
で
、

故
意
・
重
過
失

要
件
も
認
定
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

3

加
重
要
件
の
認
定
に
関
す
る
事
実

加
重
要
件
に
つ
い
て
は
、
保
険
契
約
加
入
の
合
理
的
な
動
機
・
必
要
性
を
疑
わ
し
め
る
（
保
険
金
の
不
正
取
得
目
的
の
存
在
が
あ
る

こ
と
等
）
よ
う
な
間
接
事
実
と
し
て
、
契
約
加
入
・
解
約
を
繰
り
返
し
た
り
、
執
拗
に
契
約
締
結
を
迫
っ
た
り
す
る
な
ど
契
約
締
結
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時
の
保
険
契
約
者
ら
の
行
動
に
不
審
な
点
が
あ
る
こ
と
（
⑥
、
⑨
、
⑬
）、
保
険
金
受
取
人
・
被
保
険
者
等
の
人
選
に
つ
き
、
不
審
な

点
が
あ
る
こ
と
（
⑬
）（
短
期
間
に
）
過
大
な
保
険
金
額
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
（
⑥
、
⑦
、
⑨

）
、
⑮
、
⑰
）、
保
険
代
理
店
に
自
ら
飛

び
込
み
で
契
約
を
し
て
い
る
こ
と
（
⑥
、
⑦
、
⑭
）、
事
故
発
生
後
の
説
明
に
お
い
て
、
虚
偽
の
事
実
の
供
述
、
事
実
の
隠
蔽
な
ど

（
⑦
、
⑨
、
⑭
、
⑮）
）、
保
険
契
約
者
ら
の
経
済
状
況
（
⑦
、
⑬
、
⑮
）、
保
険
事
故
発
生
の
状
況
に
不
審
な
点
が
あ
る
こ
と
（
⑩
、
⑬
）、

過
去
の
保
険
金
の
取
得
歴
が
多
い
こ
と
（
⑭
、
⑮
）、
受
傷
と
入
院
の
因
果
関
係
が
な
い
こ
と
（
⑮
）
保
険
者
が
重
複
保
険
の
存
在
を

知
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
当
該
保
険
の
加
入
を
拒
否
し
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
場
合
（
⑯
）
等
が
認
め
ら
れ
る
。
第
二
類
型
に
属

す
る
事
例
で
は
、
上
記
の
よ
う
な
道
徳
的
危
険
の
存
在
を
推
認
す
る
よ
う
な
事
実
を
複
数
（
お
お
む
ね
三
点
以
上
）
挙
げ
て
、
手
堅

く
加
重
要
件
を
認
定
し
て
い
る
。

一
方
、
第
三
類
型
に
属
す
る
事
例
で
あ
る
が
、
保
険
者
側
が

保
険
の
濫
用
目
的

や

告
知
義
務
を
設
け
た
趣
旨
に
抵
触
す

る

旨
の
疑
念
、
す
な
わ
ち
、
保
険
金
取
得
目
的
等
を
疑
わ
し
め
る
よ
う
な
証
拠
を
挙
げ
る
の
に
対
し
て
、
保
険
契
約
者
側
が
そ
れ

に
反
駁
す
る
主
張
を
す
る
、
と
い
う
形
で
判
断
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
第
三
類
型
に
属
す
る
事
例
で
は
、
双
方
の
主
張
の
中
で
、

こ
の
保
険
契
約
者
側
に
よ
る
右
の

疑
念

を
払
拭
す
る
反
証
・
説
明
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
（
特
に
⑬
、
⑭
）
と
い
う
理
由

で
契
約
解
除
が
肯
定
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
第
三
類
型
に
お
い
て
も
、
結
局
保
険
者
側
は
告
知
事
項
お
よ
び
そ
の
違
反
の
効
果
に

つ
い
て
の
故
意
・
重
過
失
の
立
証
の
み
な
ら
ず
、
故
意
の
事
故
招
致
や
保
険
金
取
得
目
的
等
が
推
認
さ
れ
る
よ
う
な
事
実
を
最
低
限
、

疑
い

と
し
て
提
示
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば

）
、
加
重
要
件
の
立
証
責
任
の
点
で
異
な
る
と
さ
れ
る
第
二
類
型
と

大
差
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

4

小

括

上
記
裁
判
例
を
概
観
す
る
な
ら
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
件
が
あ
る
も
の
の
、
実
際
に
は
一
部
例
外
を
除
き
、
ほ
と
ん
ど
の
裁
判
例
が
、
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解
除
権
行
使
が
正
当
化
さ
れ
る
よ
う
な
、
保
険
者
側
の
挙
げ
る
不
正
取
得
目
的
、
保
険
の
濫
用
目
的
等
を
裏
付
け
る
具
体
的
事
実
の

集
積
に
よ
っ
て
解
除
の
可
否
を
決
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
上
記
三
類
型
の
中
で
言
え
ば
、
ほ
ぼ
第
二
類
型
の
考
え
方
に
集
約
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
学
説
で
も

故
意
・
重
過
失

の
要
件
の
認
定
を
厳
格
化
あ
る
い
は
柔
軟
化
し
た
り
（
例
と
し
て
、

故

意
・
重
過
失

の
対
象
を
単
に
告
知
・
通
知
事
項
で
あ
る
こ
と
の
認
識
の
ほ
か
、
そ
の
違
反
の
効
果
に
つ
い
て
の
認
識
を
求
め
る
（
上
記
事
例

⑱
）
な
ど
）、
あ
る
い
は
不
正
取
得
目
的
の
立
証
の
程
度
を
緩
和
す
る
な
ど
す
れ
ば
、
要
件
の
立
て
か
た
に
よ
る
差
、
加
重
要
件
の

立
証
責
任
の
転
換
に
よ
る
差
は
そ
れ
ほ
ど
な
い

）
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
学
説
に
お
け
る
各
類
型
の
比
較
論
も
実
は
、

約
款
で
の
他
保
険
契
約
の
告
知
・
通
知
義
務
な
る
も
の
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
モ
ラ
ル
リ
ス
ク
の
存
在
が
推

認
さ
れ
る
認
定
事
実
を
、
ど
の
よ
う
な
要
件
と
し
て
当
て
は
め
て
説
明
す
れ
ば
、
告
知
義
務
の
法
理
に
沿
っ
た
形
で
明
快
に
説
明
で

き
る
か
│
│
具
体
的
に
言
え
ば
、
第
二
類
型
で
は
、
告
知
義
務
の
法
理
か
ら
は
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
う
た
め
、
い
か
に
告
知
義
務
の
法

理
に
近
い
形
で
説
明
す
る
か
│
│
と
い
う
形
式
的
な
問
題
で
あ
り
、
実
質
的
に
は
こ
れ
ら
要
件
類
型
を
比
較
し
て
優
劣
を
論
ず
る
実

益
が
果
た
し
て
ど
れ
ほ
ど
あ
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
も
生
じ
う
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
そ
も
そ
も
保
険
者
が
他
保
険
加
入
の
事
実
の
告
知
を
保
険
契
約
者
等
に
要
求
す
る
の
は
モ
ラ
ル
リ
ス
ク
の
排
除

に
あ
る
と
こ
ろ
、
他
保
険
加
入
の
事
実
は
、
あ
く
ま
で
も
モ
ラ
ル
リ
ス
ク
の
存
在
を
示
す
一
徴
憑
に
過
ぎ
ず
、
裁
判
例
に
お
い
て
も
、

モ
ラ
ル
リ
ス
ク
の
存
在
を
認
定
あ
る
い
は
推
認
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
他
の
徴
憑
を
必
要
と
し
、
他
保
険
加
入
の
事
実
は
そ
の
一
つ

と
し
て
埋
没
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ら
徴
憑
の
集
積
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
│
│
解
除
の
可
否
を
決
す
る
理
由
付
け
│
│
を
、

不
正
取
得
目
的
や
保
険
の
濫
用
目
的
の
有
無
の
問
題
│
│
契
約
当
事
者
間
の
衡
平
の
問
題
│
│
と
し
て
問
う
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す

る
と
、
も
は
や
他
保
険
契
約
を
契
機
と
す
る
不
告
知
の
問
題
は
、
形
式
上
は
告
知
義
務
の
形
を
借
り
て
解
釈
し
よ
う
と
し
て
は
い
る

も
の
の
、
実
質
的
に
は
告
知
義
務
の
法
理
の
問
題
で
は
な
く
、
商
法
上
の
法
理
で
い
う
な
ら
ば
、
た
と
え
ば
生
命
保
険
に
見
ら
れ
る

よ
う
な
い
わ
ゆ
る
特
別
解
約
権
の
法
理

）
や
、
究
極
的
に
は
、
信
義
則
や
権
利
の
濫
用
と
い
っ
た
一
般
則
の
問
題
と
し
て
検
討
さ
れ
る
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べ
き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
も
は
や
告
知
義
務
の
問
題
と
し
て
問
い
え
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
他
保
険
契
約

の
告
知
義
務
お
よ
び
そ
の
違
反
の
際
の
効
果
を
定
め
た
約
款
の
効
力
も
無
効
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る

）
。
以

上
の
よ
う
な
、
改
正
前
商
法
に
お
け
る
検
討
を
ふ
ま
え
、
次
に
、
保
険
法
に
お
け
る
他
保
険
契
約
の
不
告
知
・
不
通
知
を
契
機
と
す

る
契
約
解
除
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
右
の
特
別
解
約
権
を
明
文
化
し
た
も
の
と
も
解
さ

れ
る
、

重
大
事
由
に
よ
る
特
別
解
除
権

と
他
保
険
の
不
告
知
・
不
通
知
の
関
連
性
を
め
ぐ
る
議
論
で
あ
る
。

五

保
険
法
に
お
け
る

重
大
事
由
に
よ
る
解
除

を
め
ぐ
る
議
論

1

保
険
法
制
定
時
に
お
け
る
議
論
お
よ
び
学
説

ま
ず
、
保
険
法
に
お
け
る
告
知
義
務
、
危
険
の
増
加
、
モ
ラ
ル
リ
ス
ク
関
連
の
規
定
の
条
文
編
成
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
告
知
義

務
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
定
義
規
定
（
保
四
、
三
七
、
六
六
条
）
の
み
を
独
立
さ
せ
て
置
き
、
こ
れ
と
は
別
に
告
知
義
務
違
反
の
効
果

（
保
二
八
、
五
五
、
八
四
条
）
を
定
め
る
。
さ
ら
に
、
危
険
の
増
加
に
よ
る
解
除
（
保
二
九
、
五
六
、
八
五
条
）、
重
大
事
由
解
除
の
規

定
（
保
三
〇
、
五
七
、
八
六
条
）
を
置
き
、
こ
れ
ら
の
三
つ
の
理
由
に
よ
る
効
力
を
ま
と
め
て
、
告
知
義
務
違
反
・
危
険
増
加
・
重

大
事
由
に
よ
る
解
除
効
（
保
三
一
、
五
九
、
八
八
条
）
の
規
定
を
置
い
て
い
る
。

他
保
険
契
約
の
不
告
知
・
不
通
知
に
よ
る
解
除
に
関
す
る
立
法
時
の
議
論
で
あ
る
が
、
法
制
審
議
会
保
険
法
部
会
で
は
、
重
大
事

由
解
除
の
規
定
、
な
か
で
も

そ
の
他
当
該
保
険
者
と
の
信
頼
関
係
を
損
な
い
、
契
約
の
存
続
を
困
難
と
す
る
重
大
な
事
由

に
よ

る
解
除
の
規
定
（
保
険
法
三
〇
、
五
七
、
八
六
条
の
各
三
号
）
に
委
ね
る
こ
と
に
つ
い
て
の
議
論
を
中
心
に
、
保
険
契
約
の
重
複
に
よ

り
、
保
険
金
額
の
合
計
額
が
著
し
く
多
額
で
あ
る
場
合
に
契
約
の
解
除
を
認
め
る
旨
を
明
文
化
す
る
こ
と
の
是
非
や
保
険
事
故
発
生

前
の
契
約
解
除
の
解
釈
に
つ
い
て
、
か
な
り
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
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他
保
険
契
約
の
告
知
義
務
違
反
に
よ
る
解
除
の
明
文
化
を
望
む
意
見
は
、
主
と
し
て
保
険
事
故
発
生
前
に
い
わ
ゆ
る

事
前
的
予

防

（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）
を
行
い
、
危
険
な
契
約
を
排
除
す
る
た
め
に
は
、
明
文
の
規
定
が
必
要
で
あ
る
、
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

反
対
に
、
こ
れ
に
消
極
的
な
意
見
と
し
て
は
、
損
害
保
険
契
約
に
お
い
て
は
、
重
複
保
険
の
規
律
な
ど
が
あ
る
以
上
、
契
約
が
重
複

し
て
い
る
だ
け
で
解
除
を
認
め
る
た
め
の
規
律
を
設
け
る
の
は
相
当
で
な
い
、
と
か
、
実
際
に
は
巨
額
な
契
約
を
保
険
会
社
が
承
知

で
引
き
受
け
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
単
に
金
額
が
巨
額
で
あ
る
こ
と
だ
け
で
は
保
険
者
と
の
信
頼
関
係
を
損
ね
て
い
る
と
ま
で
は
言

え
な
い
こ
と
か
ら
、
保
険
制
度
の
悪
用
と
か
、
利
得
の
意
思
と
か
い
っ
た
追
加
要
素
が
必
要
、
と
い
っ
た
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
た

）
。

す
な
わ
ち
、
明
文
化
を
肯
定
す
る
立
場
は
、
特
に
保
険
事
故
発
生
前
の
事
前
的
な
処
理
を
容
易
に
す
る
こ
と
を
に
ら
ん
で
、
明
文
化

を
否
定
す
る
立
場
は
、
保
険
事
故
発
生
後
に
解
除
す
る
場
合
に
、
他
保
険
加
入
の
事
実
だ
け
で
契
約
解
除
を
肯
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
保
険
契
約
者
等
の
保
護
に
欠
け
る
こ
と
と
な
る
こ
と
へ
の
危
惧
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
主
張
し
、
対
立
し
た
。
結
局
、
そ
の
後
の
議

論
で
は
、
保
険
者
の
免
責
を
伴
わ
な
い
契
約
解
除
に
つ
い
て
は
、

他
の
保
険
契
約
が

危
険
に
関
す
る
重
要
な
事
項

に
あ
た
る

程
度
に
存
在
し
て
い
る
場
合
に
は
、
保
険
者
は
、
危
険
に
関
す
る
告
知
の
規
律
に
よ
っ
て
契
約
の
解
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の

と
し
、
契
約
解
除
前
に
発
生
し
た
保
険
事
故
に
つ
い
て
の
保
険
者
の
免
責
（
保
険
者
の
免
責
を
伴
う
契
約
の
解
除
）
に
つ
い
て
は
、

重
大
事
由
に
よ
る
解
除
の
規
律
に
ゆ
だ
ね
る
も
の
と
す
る

）

と
い
う
形
で
、
部
会
で
は
一
応
議
論
は
打
ち
切
ら
れ
た
が
、
解
除
理

由
と
し
て
、

他
保
険
の
合
計
金
額
が
著
し
く
多
額
で
あ
る
こ
と

と
い
う
文
言
を
明
示
的
に
列
挙
す
る
こ
と
は
見
送
ら
れ
た
。

右
の
よ
う
な
議
論
を
敷
衍
す
る
よ
う
な
形
で
、
保
険
法
に
お
け
る
解
釈
論
を
展
開
す
る
学
説
も
あ
る
。
洲
崎
博
史
教
授
は
、
保
険

者
が
保
険
契
約
の
累
積
状
況
に
よ
っ
て
契
約
の
引
受
を
判
断
し
て
い
る
場
合
に
は
、
他
保
険
契
約
の
存
在
が
損
害
（
保
険
事
故
）
の

発
生
の
可
能
性
（
=
危
険
）
に
関
す
る

重
要
な
事
項

に
あ
た
り
、
よ
っ
て
、
当
該
事
項
は
保
険
法
四
、
三
七
、
六
六
条
に
い
う

告
知
事
項
に
あ
た
る
と
す
る
。
そ
し
て
保
険
契
約
者
・
被
保
険
者
が
故
意
・
重
過
失
に
よ
り
告
知
事
項
に
つ
い
て
不
告
知
・
不
実
告

知
を
し
た
場
合
に
は
保
険
法
二
八
、
五
五
、
八
四
条
各
一
項
に
基
づ
き
、
保
険
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
解
除
の
効
果
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は
保
険
法
三
一
、
五
九
、
八
八
条
各
一
項
に
従
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
は
、
い
わ
ゆ
る
因
果
関
係
不
存
在
の
法
則
（
保

三
一
、
五
九
、
八
八
条
各
二
項
一
号
）
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
保
険
事
故
発
生
後
に
解
除
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
保
険

者
は
保
険
金
を
支
払
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
り
、
し
か
も
、
片
面
的
強
行
規
定
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
約
款
に
よ
っ
て
も

特
則
を
設
け
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
保
険
事
故
発
生
後
の
保
険
契
約
解
除
（
お
よ
び
保
険
金
支
払
の
拒
絶
）
に
つ
い
て
は
、
保
険
者
の

保
険
契
約
者
ら
に
対
す
る
信
頼
を
損
な
い
、
当
該
保
険
契
約
の
存
続
を
困
難
と
す
る
重
大
な
事
由
に
該
当
す
る
場
合
（
保
三
〇
、
五

七
、
八
六
条
各
三
号
）
に
は
、
保
険
者
は
こ
れ
を
理
由
と
し
て
保
険
契
約
を
解
除
で
き
る
こ
と
と
す
る

）
。

次
に
、
他
保
険
契
約
の
通
知
義
務
に
つ
い
て
は
、
同
義
務
を
契
約
締
結
後
の
道
徳
的
危
険
の
増
加
に
対
処
す
る
制
度
で
あ
る
と
解

し
た
上
で
、
保
険
法
は
危
険
増
加
の
う
ち
保
険
者
の
引
受
範
囲
内
の
危
険
増
加
に
つ
い
て
規
律
す
る
に
と
ど
め
、
保
険
者
の
引
受
範

囲
外
の
危
険
増
加
は
規
定
を
設
け
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
本
来
な
ら
ば
契
約
自
由
の
原
則
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
が
、
ど
こ
ま
で
危
険
が

増
加
す
れ
ば

引
受
範
囲
外

に
な
る
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
（
他
保
険
契
約
の
累
積
額
が
○
○
万
円
以
上
に
な
れ
ば

引
受

範
囲
外

に
な
る
旨
を
保
険
者
が
明
示
す
る
こ
と
は
実
際
的
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
）
か
ら
、
こ
れ
を

引
受
範
囲
内

の
危
険
増
加
と
み

な
し
て
、
保
険
法
二
九
、
五
六
、
八
五
条
、
お
よ
び
同
三
一
、
五
九
、
八
八
条
各
二
項
二
号
の
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、

と
す
る
。
事
故
発
生
後
の
解
除
に
つ
い
て
は
、
告
知
義
務
の
場
合
と
同
様
、

重
大
事
由

に
よ
る
解
除
の
規
律
に
委
ね
、
そ
の
要

件
を
満
た
す
と
き
は
、
保
険
者
は
契
約
を
解
除
で
き
る
こ
と
と
す
る

）
。
確
か
に
こ
の
よ
う
に
、
他
保
険
契
約
の
不
告
知
・
不
通
知
に

よ
る
解
除
を
告
知
義
務
（
お
よ
び
危
険
の
増
加
）
の
法
理
と
し
て
と
ら
え
る
見
解
（
仮
に

告
知
義
務
説

と
呼
称
す
る
）
に
よ
れ
ば
、

他
保
険
契
約
の
告
知
義
務
・
通
知
義
務
に
よ
る
解
除
の
独
自
性
が
強
調
さ
れ
、
し
か
も
道
徳
的
危
険
に
よ
る
保
険
金
請
求
の
排
除
の

際
に
問
題
と
な
る
、
い
わ
ゆ
る

因
果
関
係
不
存
在

の
問
題
も
ク
リ
ア
で
き
、
そ
の
趣
旨
│
│
事
前
的
な
保
険
者
の
危
険
選
択
の

確
保
│
│
が
生
か
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
保
険
法
立
法
時
の
審
議
会
の
議
論
を
見
た
と
こ
ろ
、
こ
の

告
知
義
務
説

は
、
他
保
険
契
約
の
告
知
義
務
に
つ
い
て
独
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立
し
た
条
文
あ
る
い
は
例
示
に
よ
る
明
文
化
を
希
望
す
る
賛
成
派
と
反
対
派
の
双
方
に
配
慮
し
た
、
い
わ
ば

落
と
し
ど
こ
ろ

と

し
て
の
解
釈
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
他
保
険
契
約
の
告
知
義
務
の
明
文
化
は
し
な
い
代
わ
り
に
、
事
故
発
生
前
の

解
除
の
場
面
だ
け

告
知
義
務

の
問
題
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
（
他
保
険
契
約
を

告
知
事
項

と
し
て
約
款
に
記
載
し

て
お
け
ば
）
事
実
上
は
、
明
文
化
し
た
の
と
同
様
の
効
果
│
│
保
険
者
の
引
受
基
準
を
超
過
す
る
程
度
に
累
積
し
た
他
保
険
契
約
の

不
告
知
・
不
通
知
と
い
う
事
実
を
も
っ
て
解
除
│
│
を
も
た
ら
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
モ

ラ
ル
リ
ス
ク
防
止
の
必
要
が
あ
っ
て
定
款
や
申
込
書
に
記
載
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
他
保
険
契
約
の
告
知
事
項
は
告
知
義
務
と
し
て

有
効
で
あ
る
、
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
意
味
で
は
、
そ
も
そ
も
道
徳
的
危
険
も
ま
た
告
知
義
務
上
の

重
要

な
危
険

に
含
ま
れ
る
の
か
否
か
、
と
い
う
問
題
を
棚
上
げ
に
し
た
ま
ま
で
あ
る
か
ら
、
保
険
法
に
お
い
て
も
別
の
解
釈
の
余
地
は

依
然
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
こ
の

告
知
義
務
説

の
問
題
点
を
検
討
す
る
。

2

告
知
義
務
説

の
問
題
点

第
一
に
、
こ
の

告
知
義
務
説

が
、
保
険
者
の

引
受
基
準

を
超
え
る
よ
う
な
程
度
に
他
保
険
契
約
に
加
入
し
た
と
き
、
不

告
知
の
場
合
に
の
み
、
保
険
者
に
解
除
権
が
発
生
す
る
、
と
い
う
趣
旨

）
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
保
険
者
の

引
受
基
準

が
明
示
さ
れ

な
い
限
り
、
（
モ
ラ
ル
リ
ス
ク
に
関
す
る
）
危
険
測
定
の
た
め
の
重
要
な
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
、

保
険
者
と
保
険
契
約
者
ら
と
の
間
の
衡
平
を
失
す
る

）
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
が
出
て
く
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
に
対
し
て
は
、

例
え
ば
、
生
命
保
険
契
約
の
告
知
に
お
い
て
、
血
圧
が
健
常
者
よ
り
も
高
い
こ
と
お
よ
び
そ
の
事
実
が
告
知
事
項
で
あ
る
こ
と
と
し

て
い
れ
ば
足
り
、
具
体
的
に
ど
の
数
値
以
上
で
あ
れ
ば
引
受
判
断
に
影
響
を
及
ぼ
す
か
ま
で
知
っ
て
い
る
必
要
は
な
い
の
と
同
様
で

あ
る

）か
ら
、
引
受
基
準
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
も
、
重
要
な
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
は
な
ら
な
い
、

と
の
反
論
も
あ
ろ
う
が
、
そ
の
保
険
者
の

引
受
基
準

と
は
、
血
圧
の
数
値
と
は
異
な
り
、
実
際
に
は
か
な
り
個
別
に
、
契
約
の
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相
手
ご
と
に
属
人
的
に
判
断
さ
れ
て
い
る

）
と
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
よ
う
な
一
貫

性
、
客
観
的
安
定
性
を
欠
く
基
準
ひ
と
つ
を
も
っ
て
契
約
解
除
の
可
否
が
決
せ
ら
れ
る
と
す
る
の
に
は
、
や
は
り
疑
問
が
残
る
。
ま

た
、
も
し
、
契
約
解
除
の
可
否
を
め
ぐ
っ
て
保
険
契
約
者
等
と
の
間
に
争
い
が
起
こ
っ
た
場
合
に
は
、
保
険
者
は
契
約
解
除
が
妥
当

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
、
保
険
者
は
引
受
基
準
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
も
な
ろ
う
が
、
そ
れ
は
い
わ
ば

手
の
内

を
明
か
す
こ
と
に
も
な
り
、
問
題
で
あ
ろ
う

）
。

第
二
に
、
保
険
事
故
発
生
前
の
不
告
知
に
よ
る
解
除
に
つ
い
て
は
保
険
法
上
の
告
知
義
務
違
反
に
則
っ
て
解
除
す
る
（
要
す
る
に

真
正
の

告
知
義
務
で
あ
る
）
と
し
な
が
ら
、
事
故
発
生
後
の
解
除
の
場
合
に
は
別
の
規
定
を
用
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
根
拠
が
不

明
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
保
険
事
故
発
生
前
の
解
除
と
発
生
後
の
解
除
と
を
分
け
ざ
る
を
得
な
い
の
は
、
ひ
と
え
に
、
こ
の
問
題
を

告
知
義
務
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
た
場
合
、
保
険
事
故
発
生
後
の
解
除
に
お
い
て
は
、
因
果
関
係
不
存
在
の
特
則
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
も
し
上
記
解
釈
が
、
因
果
関
係
不
存
在
の
問
題
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
に
事
故
発
生
前
と
発
生
後
で
解
除

の
根
拠
法
規
を
分
け
た
と
す
る
な
ら
ば
、
解
釈
と
し
て
技
巧
的
に
過
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
三
に
、
他
保
険
契
約
の
不
通
知
に
つ
い
て
は
、
改
正
前
商
法
の
と
き
か
ら
、
道
徳
的
危
険
の
増
加
が
商
法
六
五
六
条
に
い
う

危
険
の
増
加

に
含
ま
れ
る
、
と
す
る
見
解

）
も
あ
る
も
の
の
、
不
通
知
の
保
険
事
故
発
生
前
の
解
除
の
根
拠
と
し
て
適
用
さ
れ
る
、

危
険
増
加
に
よ
る
解
除
の
規
定
（
保
二
九
、
五
六
、
八
五
条
）
に
は
、

危
険
増
加

を
、

告
知
事
項
に
つ
い
て
の
危
険
が
高
く
な

り
、
…
…
保
険
契
約
で
定
め
ら
れ
て
い
る
保
険
料
が
当
該
保
険
を
計
算
の
基
礎
と
し
て
算
出
さ
れ
る
保
険
料
に
不
足
す
る
状
態
に
な

る
こ
と

と
、
明
文
で
定
義
し
て
い
る
。
超
過
し
た
引
受
基
準
が
、
保
険
料
算
定
の
基
礎
と
は
直
接
関
連
性
の
な
い
（
保
険
契
約
あ

る
い
は
保
険
金
額
の
累
積
に
よ
り
保
険
料
を
算
定
し
て
い
る
と
は
考
え
が
た
い
）
の
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
不
通
知
に
よ
る
解
除
を
、

同
条
を
根
拠
と
し
て
認
め
る
の
に
は
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

思
う
に
、
上
記

告
知
義
務
説

は
、

事
前
的
な
危
険
の
排
除

を
強
調
す
る
あ
ま
り
、
誤
謬
を
犯
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
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る
。
す
な
わ
ち
、
契
約
締
結
時
に
他
保
険
の
加
入
状
況
を
聞
き
、
不
正
取
得
の
意
図
を
持
つ
か
も
し
れ
な
い
申
込
者
を
拒
絶
す
る
こ

と
は
、
契
約
自
由
の
原
則
に
よ
り
保
険
者
の
自
由
な
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
か
ら
、
契
約
申
込
に
対
す
る
諾
否
を
、
保
険
者
の
内
部
的

な
引
受
基
準
で
決
し
て
も
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
ま
っ
た
く
属
人
的
に
決
し
て
も
、
な
ん
ら
問
題
は
な
い
。
し
か
し
、
い
っ
た
ん
契
約

が
締
結
さ
れ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
相
応
の
理
由
が
な
い
限
り
、
解
除
は
難
し
い
は
ず
で
あ
る
。
従
っ
て
、
契
約
締
結
時
の
、
申
込
に
対

す
る
保
険
者
の
諾
否
の
基
準
と
契
約
締
結
後
、
事
故
発
生
前
の
解
除
の
要
件
と
を
単
純
に
同
一
視
す
る
の
は
、
た
と
え
保
険
者
が
引

受
基
準
を
超
え
る
保
険
契
約
あ
る
い
は
保
険
金
額
の
累
積
と
い
う
事
情
を
聞
か
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
妥
当
で
は
な
い

）
。

た
と
え
ば
、
同
じ
く
モ
ラ
ル
リ
ス
ク
対
策
の
規
定
で
あ
る

故
意
の
事
故
招
致

と

重
大
事
由
に
よ
る
解
除

の
規
定
を
比
較
す

る
と
、
前
者
は
、
不
正
取
得
目
的
等
は
問
わ
な
い
代
わ
り
に
、
そ
の
効
果
は
保
険
者
の
免
責
で
あ
る
か
ら
、
契
約
は
解
除
さ
れ
ず
、

継
続
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
後
者
は
保
険
金
取
得
目
的
、
詐
欺
的
請
求
あ
る
い
は
こ
れ
と
同
視
す
る
よ
う
な
、

保
険
者
の
信
頼
関
係
を
破
壊
す
る
そ
の
他
の
事
由
が
存
在
す
る
と
き
に
保
険
者
は
解
除
可
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
保
険
金
の
不
正
取

得
目
的
等
が
疑
わ
れ
る
よ
う
な
と
き
、
そ
の
悪
質
性
│
│
そ
れ
を
証
明
す
る
よ
う
な
事
実
の
集
積
│
│
に
か
ん
が
み
、
契
約
解
除
と

い
う
強
い
効
果
を
生
ず
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
こ
の
と
き
、

契
約
解
除

と
い
う
効
果
の
側
面
か
ら
見
れ
ば
、

告
知
義

務
説

が
説
く
、
（
契
約
締
結
後
）
保
険
事
故
発
生
前
と
発
生
後
と
で
、
要
件
が
大
き
く
異
な
る
│
│
前
者
は
故
意
・
重
過
失
に
よ
る

不
告
知
お
よ
び

引
受
基
準
の
超
過

、
後
者
は
信
頼
関
係
を
破
壊
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
よ
う
な
諸
事
実
の
集
積
│
│
と
い
う
の

は
い
っ
た
い
い
か
な
る
理
由
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
、
保
険
事
故
発
生
前
に
お
け
る
契
約
解
除
の
場
合
は
、
保
険
事

故
が
起
き
て
い
な
い
以
上
、

不
正
取
得
目
的

等
、
道
徳
的
危
険
の
立
証
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
保
険
契
約
の
不
告
知

（
お
よ
び

引
受
基
準
の
超
過

）
と
い
う
事
実
の
み
を
も
っ
て
解
除
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
保
険
者
に
と
っ
て
は
簡
便
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
場
合
、
解
除
の
要
件
を
緩
和
し
た
と
し
て
も
、
保
険
契
約
者
等
は
、
期
待
し
て
い
た
保
険
保

護
（
保
険
金
の
受
給
）
を
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
問
題
は
生
ぜ
ず
、
保
険
契
約
者
は
よ
り
高
い
引
受
限
度
を
設
定
し
て
い
る
保
険
者
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と
契
約
を
締
結
す
れ
ば
よ
い
か
ら
、
保
険
者
に
は
と
り
た
て
て
不
利
益
は
生
じ
な
い
、
と
い
う
反
論

）
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

本
来

の

告
知
義
務
違
反
の
場
合
は
、
不
告
知
・
不
実
告
知
に
よ
っ
て
、
保
険
者
は
保
険
料
率
に
見
合
わ
な
い
危
険
を
負
担
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
が
、
保
険
者
は
そ
の
債
務
（
危
険
負
担
債
務
）
を
保
険
事
故
発
生
前
か
ら
す
で
に
負
担
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ

の
よ
う
な
状
態
を
回
避
す
る
た
め
に
、
保
険
者
の
契
約
解
除
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
モ
ラ
ル
リ
ス
ク
と
は
、
保

険
契
約
者
等
の
主
体
的
な
意
図
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ほ
ん
ら
い
保
険
事
故
が
発
生
し
て
初
め
て
危
険
が

顕
在
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
保
険
事
故
発
生
前
に
道
徳
的
危
険
の
潜
在
的
な

恐
れ

が
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
保
険
契

約
を
解
除
す
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
故
意
・
重
過
失
に
よ
る
他
保
険
契
約
の
不
告
知
・
不
通
知
や

引
受
基
準
の
超
過

以
上
に
、

契
約
解
除
に
値
す
る
相
応
の
理
由
を
必
要
と
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
、
先
に
検
討
し
た
改
正
前
商
法
に
お
け

る
一
連
の
裁
判
例
の
状
況
や
、
生
命
保
険
に
お
い
て
約
款
上
定
め
ら
れ
て
い
る
契
約
の
累
積
に
よ
る
特
別
解
除
に
お
い
て
も
、
そ
れ

を
認
め
る
た
め
の
要
件
と
し
て
実
際
に
は
、

過
大
な
保
険
の
累
積

と
い
う
要
件
の
ほ
か
、
そ
の
他
不
正
取
得
を
疑
わ
せ
る
徴
憑

を
必
要
と
し
て
い
る

）
こ
と
等
も
併
せ
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
解
除
の
要
件
は
、
保
険
事
故
発
生
後
に
お
け
る
解
除
の
場
合
と
同
様
、

契
約
当
事
者
間
の
衡
平
上
、
契
約
解
除
が
当
然
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
場
合
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
具
体
的
に
は
、
た
と
え

ば
契
約
締
結
時
の
保
険
契
約
者
等
の
不
審
な
態
様
や
過
去
の
異
常
な
保
険
金
需
給
歴
、
不
必
要
な
保
険
加
入
等
、
諸
事
実
の
集
積
に

よ
っ
て
立
証
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
保
険
者
の
解
除
権
行
使
の
根
拠
は
告
知
義
務
の
法
理
で
は
な
く
、

究
極
的
に
は
信
義
則
等
、
一
般
原
則
の
う
ち
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
具
体
的
に
は

契
約
解
除
が
正
当
化
さ
れ
る
よ
う
な
契

約
当
事
者
間
の
信
頼
関
係
の
破
綻

に
あ
た
る
場
合
に
契
約
解
除
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
対
し
て

は
、
保
険
者
の
立
証
の
負
担
が
増
す
、
あ
る
い
は
解
除
の
要
件
が
抽
象
化
す
る
、
と
い
っ
た
批
判
も
あ
り
え
よ
う
。
し
か
し
、
そ
も

そ
も
モ
ラ
ル
リ
ス
ク
と
い
う
も
の
が
保
険
契
約
者
等
の
内
心
に
か
か
る
問
題
で
あ
る
以
上
、
そ
の
立
証
が
困
難
で
あ
る
の
は
、
故
意

の
事
故
招
致
の
立
証
の
困
難
さ
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
あ
る
意
味
で
当
然
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
立
証
責
任
で
あ
る
が
、
個
々
の
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局
面
に
お
い
て
は
、
保
険
契
約
者
側
が
他
保
険
加
入
の
事
実
を
は
じ
め
、
契
約
締
結
あ
る
い
は
契
約
解
除
の
可
否
に
影
響
を
及
ぼ
す

諸
事
実
・
情
報
を
握
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
モ
ラ
ル
リ
ス
ク
が
顕
在
化
し
た
と
き
に
、
い
か
な
る
事
実
を
も
っ
て
、
あ

る
い
は
ど
の
程
度
の
事
実
の
集
積
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
立
証
す
れ
ば
よ
い
か
に
つ
い
て
は
、
保
険
者
側
の
ほ
う
が
は
る
か
に
情
報
・

ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
契
約
当
事
者
間
の
衡
平
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
立
証
責
任
も
ま
た

保
険
者
に
課
せ
ら
れ
る
の
も
や
む
を
え
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

六

お
わ
り
に

以
上
の
検
討
か
ら
私
見
を
整
理
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
他
保
険
契
約
の
告
知
・
通
知
義
務
違
反
と
し
て
解
除
の
要
件
等
に
つ
い
て
検

討
さ
れ
て
き
た
モ
ラ
ル
リ
ス
ク
排
除
の
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
は
、
保
険
法
で
は
保
険
事
故
発
生
前
と
保
険
事
故
発
生
後
と
で
分
け
ず
、
両

者
と
も
諸
事
実
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、
保
険
者
の
信
頼
を
損
な
う

重
大
な
事
由

が
認
め
ら
れ
る
場
合
│
│
不
正
取
得
目
的
、
保

険
の
濫
用
目
的
の
存
在
や
詐
欺
的
請
求
等
の
強
い
疑
い
を
証
明
し
た
場
合
│
│
に

重
大
事
由
に
よ
る
解
除

と
し
て
、
認
め
ら
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
不
正
取
得
目
的
や
保
険
の
濫
用
目
的
等
の
有
無
は
、
基
本
的
に
保
険
者
が
立
証
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
立
場
に
立
つ
な
ら
ば
、
保
険
契
約
の
際
に
保
険
契
約
者
等
に
対
し
て
求
め
ら
れ
る
他
保
険
契
約
の
告
知
・
通
知
事
項
は
、

仮
に
そ
れ
に
違
反
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
自
体
で
直
ち
に
解
除
と
い
う
効
果
を
導
き
出
せ
な
い
以
上
、
保
険
者
に
と
っ
て
契
約
締
結

の
適
否
を
判
断
す
る
情
報
を
収
集
す
る
た
め
の
単
な
る
注
意
的
事
項
と
し
て
は
機
能
し
え
て
も
、
保
険
法
に
い
う

告
知
義
務

に

お
け
る
告
知
事
項
と
は
言
え
な
い
。
従
っ
て
、
か
か
る
約
款
規
定
の
効
力
は
制
限
的
解
釈
に
よ
っ
て
有
効
と
解
す
る
の
で
は
な
く
、

無
効
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
、

告
知

と

通
知

と
の
間
で
要
件
に
差
を
設
け
る
か
│
│

通
知

の
ほ
う
を
よ
り
厳
格
に
解
す

る
か
│
│
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
一
般
に
他
保
険
契
約
の
存
在
に
つ
き

告
知

を
求
め
る
よ
り
も
、

通
知

を
求
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め
る
ほ
う
が
、
保
険
契
約
者
側
に
と
っ
て
負
担
で
あ
る
と
し
、
不
通
知
に
よ
る
解
除
権
行
使
の
要
件
を
不
告
知
に
よ
る
場
合
よ
り
も

さ
ら
に
厳
格
に
す
る
と
い
う
見
解

）
お
よ
び
裁
判
例
（
同
じ
事
実
関
係
で
も

悪
意
・
重
過
失

を
認
め
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
②
、
加
重

要
件
の
立
証
責
任
が
告
知
義
務
と
異
な
る
も
の
と
し
て
⑬
、
告
知
義
務
よ
り
さ
ら
に
要
件
を
加
重
し
て
い
る
も
の
と
し
て
⑯
）
も
あ
る
が
、

不
正
取
得
目
的
等
に
よ
る
解
除
と
し
て
と
ら
え
る
な
ら
ば
、
当
該
保
険
契
約
締
結
が
他
保
険
よ
り
後
（
告
知
）
か
先
か
（
通
知
）
に

よ
り
、
不
正
取
得
目
的
等
に
差
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
両
者
の
要
件
や
立
証
責
任
に
差
を
設
け
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。

以
上
、
本
稿
で
は
他
保
険
契
約
の
不
告
知
・
不
通
知
に
よ
る
解
除
を
、
こ
れ
ま
で
の
裁
判
例
の
分
析
を
通
し
て
、
告
知
義
務
の
法

理
に
基
づ
い
て
解
釈
す
る
こ
と
へ
の
批
判
的
検
討
を
試
み
た
が
、
さ
ら
に
こ
の
問
題
を
解
明
す
る
に
は
、
や
は
り
告
知
義
務
や
危
険

の
増
加
に
い
う

危
険

に

道
徳
的
危
険

が
含
ま
れ
る
の
か
否
か
と
い
う
問
題
や
、
重
大
事
由
に
よ
る
特
別
解
除
権
の
法
的
根

拠
等
に
つ
い
て
の
更
な
る
理
論
的
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
1
）

例
え
ば
、
傷
害
保
険
の
場
合
、
傷
害
保
険
普
通
保
険
約
款
で
は
、
告
知
義
務
に
つ
き
、
一
一
条
一
項
に
て
告
知
事
項
の
不
告
知
に
よ

る
保
険
契
約
の
解
除
権
発
生
の
規
定
を
置
き
、
同
条
四
項
で
不
告
知
・
不
実
告
知
の
事
実
が
危
険
測
定
に
関
係
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
場

合
に
は
、
例
外
的
に
一
項
の
適
用
を
除
外
す
る
一
方
、
そ
の
ま
た
例
外
と
し
て
、
他
保
険
契
約
の
不
告
知
に
つ
い
て
は
危
険
測
定
に
関
係

な
く
と
も
一
項
の
適
用
が
あ
る
（
保
険
契
約
の
解
除
権
発
生
）
旨
規
定
し
て
い
る
。
な
お
、
解
除
に
遡
及
効
は
な
い
（
二
一
条
）
が
、
保

険
金
の
支
払
に
つ
い
て
は
傷
害
発
生
後
の
解
除
で
あ
っ
て
も
発
生
し
な
い
（
一
一
条
五
項
）。
通
知
義
務
に
つ
い
て
は
、
一
三
条
で
他
保

険
契
約
締
結
あ
る
い
は
加
入
の
事
実
を
し
た
と
き
の
通
知
義
務
を
規
定
し
、
さ
ら
に
二
〇
条
一
項
で
、
保
険
会
社
が
不
通
知
の
他
保
険
契

約
の
事
実
を
知
っ
た
場
合
に
保
険
会
社
に
保
険
契
約
の
解
除
権
が
発
生
す
る
旨
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
損
害
保
険
（
火
災
保
険
）

で
も
、
告
知
義
務
に
つ
い
て
は
、
火
災
保
険
普
通
保
険
約
款
七
条
一
項
、
三
項
、
四
項
で
、
通
知
義
務
に
つ
い
て
は
、
八
条
一
項
、
三
項

に
右
記
と
同
趣
旨
の
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
約
款
で
は
、
他
保
険
契
約
に
関
す
る
不
告
知
・
不
通
知
に
つ
い
て
は
、

危
険
測
定
に
関
係
の
な
い
場
合
に
あ
っ
て
も
保
険
者
に
は
解
除
権
が
発
生
し
、
保
険
金
債
務
も
発
生
し
な
い
、
と
規
定
し
て
い
る
。

（
2
）

岡
野
敬
次
郎

商
行
爲
及
保
險
法

（
有
斐
閣
・
昭
和
三
年
）
四
一
五
頁
、
田
中
耕
太
郎

保
險
の

會
性
と
團
體
性

商
法
学
特
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殊
問
題
中

（
春
秋
社
・
昭
和
三
一
年
）
一
六
六
頁
、
田
中
誠
二
=
原
茂
太
一

新
版
保
険
法
（
全
訂
版
）
（
千
倉
書
房
・
昭
和
六
二
年
）

一
七
〇
頁
、
野
津
務

新
保
険
契
約
法
論

（
中
央
大
学
生
協
出
版
局
・
昭
和
四
〇
年
）
二
一
一
頁
以
下
。

（
3
）

石
田
満

保
険
契
約
法
の
基
本
問
題

（
一
粒
社
・
昭
和
五
二
年
）
一
七
一
頁
以
下
。

（
4
）

大
森
忠
夫

保
険
法
（
補
訂
版
）
（
昭
和
六
〇
年
・
有
斐
閣
）
一
二
〇
頁
。

（
5
）

倉
澤
康
一
郎

保
険
契
約
の
法
理

（
慶
應
通
信
・
昭
和
五
〇
年
）
二
六
八
頁
、
西
島
梅
治

保
険
法
（
第
三
版
）
（
悠
々
社
・
平

成
一
〇
年
）
四
一
頁
。

（
6
）

倉
澤
康
一
郎

保
険
契
約
法
の
現
代
的
課
題

（
成
文
堂
・
昭
和
五
三
年
）
三
九
頁
、
来
住
野
究
（
事
例
①
の
）

判
批

法
学
研
究

六
六
巻
七
号
（
平
成
五
年
）
一
一
二
頁
、
宮
島
司
（
事
例
⑤
の
）

判
批

法
学
研
究
七
〇
巻
七
号
（
平
成
九
年
）
一
三
四
頁
、
高
田
晴

仁
（
事
例
⑨
の
）

判
批

法
学
研
究
七
一
巻
六
号
（
平
成
一
〇
年
）
九
一
頁
以
下
。

（
7
）

そ
の
他
、
他
保
険
契
約
を
告
知
事
項
と
す
る
目
的
は
、
イ）

複
数
の
保
険
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
金
額
の
総
計
が
保
険

価
額
を
超
過
す
る
場
合
に
は
、
他
の
保
険
者
と
損
害
塡
補
を
分
担
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
被
保
険
者
が
各
保
険
者
に
自
己
の
負
担
額
を

超
え
て
保
険
金
を
支
払
う
こ
と
を
予
防
で
き
る
こ
と
、
ロ）

自
己
の
保
険
契
約
の
内
容
の
決
定
と
契
約
締
結
後
の
契
約
関
係
の
処
理
に
つ
き
、

他
保
険
契
約
を
参
考
に
で
き
る
こ
と
、
ハ）

保
険
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
損
害
の
調
査
・
責
任
の
有
無
・
範
囲
の
決
定
を
他
の
保
険
者
と

共
同
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
（
中
西
正
明

重
複
保
険
の
告
知

別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
保
険
判
例
百
選
四
七
頁
（
昭
和
四
一
年
））

等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
ロ）

、
ハ）

に
つ
い
て
は
も
っ
ぱ
ら
保
険
者
の
事
務
処
理
上
の
便
宜
の
問
題
に
つ
い
て
で
あ
り
、
ま
た
、
イ）

は
、

損
害
塡
補
と
し
て
保
険
金
を
給
付
す
る
損
害
保
険
に
は
当
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
が
、
傷
害
保
険
等
の
よ
う
に
定
額
保
険
で
あ
る
場
合
に
は

該
当
し
な
い
か
ら
、
主
た
る
目
的
と
し
て
は
、
や
は
り
モ
ラ
ル
リ
ス
ク
対
策
に
絞
ら
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

（
8
）

山
本
忠
弘

他
保
険
契
約
の
告
知
（
通
知
）
と
商
法
六
四
四
条
、
六
七
八
条
の
告
知
義
務
に
つ
い
て

名
城
大
学
創
立
四
〇
周
年
記

念
論
文
集
法
学
篇
（
平
成
二
年
）
四
三
七
頁
。

（
9
）

中
西
正
明

傷
害
保
険
お
よ
び
他
の
人
保
険
に
お
け
る
他
の
保
険
契
約
の
告
知
に
つ
い
て

大
阪
大
学
法
学
部
三
十
周
年
記
念
論
文

集

法
と
政
治
の
現
代
的
課
題

（
昭
和
五
七
年
）
一
八
八
頁
以
下
、
笹
本
幸
祐

他
保
険
契
約
の
告
知
・
通
知
義
務
の
再
検
討

関
西

大
学
法
学
論
集
四
四
巻
三
号
（
平
成
六
年
）
二
五
八
頁
、
鈴
木
辰
紀

傷
害
保
険
に
お
け
る
重
複
保
険
の
不
通
知
と
契
約
解
除
の
対
抗

力

損
害
保
険
論
集
・
創
立
六
〇
周
年
記
念

（
平
成
六
年
）
八
〇
九
頁
、
山
下
友
信

保
険
法

（
有
斐
閣
・
平
成
一
七
年
）
三
二
五

保険法における他保険契約の告知・通知に関する一考察
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頁
。
な
お
、
こ
の
立
場
に
立
っ
た
場
合
、
い
わ
ゆ
る
因
果
関
係
不
存
在
の
原
則
が
か
か
り
、
他
保
険
契
約
加
入
の
事
実
と
事
故
発
生
と
は

因
果
関
係
が
な
い
こ
と
か
ら
、
事
故
発
生
後
に
告
知
義
務
違
反
を
理
由
と
し
て
契
約
解
除
を
し
て
も
、
保
険
者
は
保
険
金
支
払
を
免
れ
な

い
こ
と
に
な
る
（
商
法
六
四
五
条
二
項
但
書
）
が
、
約
款
に
て
同
原
則
は
排
除
さ
れ
る
、
あ
る
い
は
、
不
正
請
求
の
意
図
と
保
険
金
請
求

の
間
に
商
法
六
四
五
条
二
項
を
類
推
適
用
し
、
保
険
契
約
者
が
、
保
険
金
請
求
が
不
正
取
得
目
的
で
な
い
こ
と
を
証
明
で
き
な
い
と
き
は
、

保
険
者
は
保
険
金
支
払
義
務
を
免
れ
る
、
と
す
る
。
中
西
正
明
（
事
例
⑨
の
）

判
批

判
例
評
論
四
三
一
号
（
平
成
七
年
）
二
五
〇
頁
。

（
10
）

大
審
院
明
治
四
〇
年
一
〇
月
四
日
判
決
（
民
録
一
三
輯
九
三
九
頁
）。

（
11
）

な
お
、
通
知
義
務
に
関
す
る
約
款
条
項
に
は

故
意
・
重
過
失

要
件
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
般
に
告
知
義
務
と
の
均
衡
上
、

同
要
件
を
必
要
と
す
る
、
と
説
か
れ
て
い
る
。
笹
本
・
前
掲
注（
9
）、
二
五
〇
頁
、
山
下
友
信

他
保
険
契
約
の
告
知
義
務
・
通
知
義

務

現
代
の
生
命
・
傷
害
保
険
法

（
弘
文
堂
・
平
成
一
一
年
）
二
三
三
頁
（
初
出
・
文
研
論
集
一
〇
〇
号
（
平
成
四
年
）
一
六
五
頁
以

下
）、
洲
崎
博
史

他
保
険
契
約
の
告
知
義
務
・
通
知
義
務

民
商
法
雑
誌
一
一
四
巻
四
・
五
号
（
平
成
八
年
）
六
五
三
頁
等
。

（
12
）

今
回
取
り
上
げ
た
事
例
①
～
⑳
の
う
ち
、
損
害
保
険
は
①
（
車
両
保
険
）、
⑦
、
⑧
（
火
災
保
険
）
で
あ
る
。

（
13
）

こ
の
保
険
契
約
者
等
の
主
観
的
要
件
で
あ
る
が
、
論
者
に
よ
っ
て
は

悪
意
・
重
過
失

と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る

が
、
約
款
お
よ
び
保
険
法
で
は

故
意
・
重
過
失

を
用
い
、
こ
れ
は
商
法
六
七
八
条
で
い
う

悪
意
・
重
過
失

と
同
じ
意
味
で
あ
る

こ
と
と
解
さ
れ
る
（
中
西
正
明

傷
害
保
険
契
約
に
お
け
る
他
保
険
契
約
の
告
知
義
務

保
険
契
約
の
告
知
義
務

（
有
斐
閣
・
平
成
一

五
年
）
二
五
一
頁
（
初
出
・
大
阪
学
院
大
学
法
学
研
究
二
一
巻
一
・
二
号
（
平
成
七
年
）
四
七
頁
以
下
））
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
原
則

と
し
て
、

故
意
・
重
過
失

の
表
現
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

（
14
）

事
例
⑪
は
、
判
決
理
由
中
に
解
除
の
要
件
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、

故
意
又
は
重
過
失
に
よ
り

不
告
知
・
不
実
告
知
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
保
険
者
は
契
約
を
解
除
で
き
る
旨
の
約
款
条
項
が
争
い
の
な
い
事
実
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
判
決
で

は

故
意
・
重
過
失

要
件
も
暗
黙
の
う
ち
に
含
ま
れ
、
こ
れ
を
不
要
と
す
る
も
の
と
判
示
し
た
も
の
と
は
思
え
な
い
（
佐
野
・
後
掲
注

（
18
）、
一
六
頁
）。

（
15
）

事
例
⑬
の
通
知
義
務
に
つ
い
て
は
、
（
通
知
義
務
の
趣
旨
に
照
ら
し
、）
そ
の
解
除
権
の
行
使
が
権
利
の
濫
用
に
わ
た
る
も
の
で
な

い
こ
と
を
保
険
者
に
お
い
て
主
張
立
証
し
た
場
合
に
限
り
許
さ
れ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る

と
す
る
。

（
16
）

裁
判
所

H
Pの
判
例
検
索
シ
ス
テ
ム
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。http://

w
w
w.
co

u
rts.

g
o.
jp
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（
17
）

鈴
木
辰
・
前
掲
注（
9
）、
八
一
六
頁
。

（
18
）

佐
野
誠

傷
害
保
険
に
お
け
る
他
保
険
契
約
の
告
知
・
通
知
義
務

損
害
保
険
研
究
六
六
巻
一
号
（
平
成
一
六
年
）
二
二
頁
、
金
玲

傷
害
保
険
に
お
け
る
他
保
険
契
約
の
告
知
義
務
・
通
知
義
務

関
西
大
学
大
学
院
法
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
八
〇
号
（
平
成
一
九
年
）
二
〇
四

頁
。

（
19
）

田
辺
康
平
（
事
例
①
の
）

判
批

判
例
評
論
三
三
一
号
（
昭
和
六
一
年
）
六
四
頁
、
出
口
正
義

重
複
保
険
の
告
知
・
通
知
義
務

違
反
│
傷
害
保
険
を
中
心
と
し
て
│

損
害
保
険
研
究
五
四
巻
二
号
（
平
成
四
年
）
五
八
頁
、
佐
野
・
前
掲
注（
18
）、
二
一
頁
以
下
、
石

田
満

他
保
険
契
約
の
告
知
・
通
告
義
務

保
険
契
約
法
の
論
理
と
現
実

（
有
斐
閣
・
平
成
七
年
）
七
九
頁
（
初
出
・
上
智
大
学
法
学

論
集
二
八
巻
一
、
二
、
三
号
（
昭
和
六
〇
年
）
三
七
頁
）。

（
20
）

西
島
梅
治
（
事
例
③
の
）

判
批

判
例
タ
イ
ム
ズ
七
三
四
号
（
平
成
二
年
）
五
三
頁
、
吉
村
信
明
（
事
例
③
の
）

判
批

西
南
学

院
大
学
法
学
論
集
二
三
巻
四
号
（
平
成
三
年
）
一
三
五
頁
。

（
21
）

藤
田
友
敬
（
事
例
①
の
）

判
批

ジ
ュ
リ
ス
ト
九
三
九
号
（
平
成
元
年
）
一
九
三
頁
で
は
、
告
知
義
務
違
反
が
あ
れ
ば
、
一
応
保

険
者
は
契
約
解
除
し
う
る
が
、
保
険
契
約
者
の
側
で
不
法
な
目
的
の
不
存
在
を
証
明
す
れ
ば
保
険
金
の
支
払
を
拒
め
な
い
と
す
る
な
ど
し

た
上
で
、
告
知
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
告
知
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
保
険
契
約
者
の

故
意
又
は
重
過
失

を
厳
格
に
解

す
る
等
と
い
う
形
で
保
険
契
約
者
の
保
護
を
図
る
ほ
う
が
よ
い
、
と
制
限
の
仕
方
の
緩
和
を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
洲
崎
・
前
掲
注

（
11
）、

他
保
険
契
約
の
告
知
義
務
・
通
知
義
務

六
五
三
頁
、
松
井
秀
征
（
事
例
⑨
の
）

判
批

ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
一
四
号
（
平
成
九

年
）
一
二
六
頁
。
栗
田
和
彦
（
事
例
⑯
の
）

判
批

別
冊
法
律
時
報
・
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
29
〈
二
〇
〇
四
年
下
〉（
平
成
一
六
年
）

一
〇
六
頁
、
山
本
哲
生
（
事
例
⑤
の
）

判
批

ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
四
五
号
（
平
成
六
年
）
一
三
〇
頁
。

（
22
）

藤
田
友
敬
、
前
掲
注（
21
）、
一
九
三
頁
。

（
23
）

洲
崎
、
前
掲
注（
11
）、

他
保
険
契
約
の
告
知
義
務
・
通
知
義
務

六
五
九
頁
。

（
24
）

吉
川
栄
一
（
事
例
⑩
の
）

判
批

損
害
保
険
研
究
六
〇
巻
二
号
（
平
成
一
〇
年
）
一
三
九
頁
、
同
旨
、
金
沢
理

超
過
保
険
・
重

複
保
険

現
代
裁
判
法
体
系
（
二
五
）（
新
日
本
法
規
・
平
成
一
〇
年
）
二
二
六
頁
。

（
25
）

石
原
全
（
事
例
⑦
、
⑧
の
）

判
批

判
例
評
論
四
一
八
号
（
平
成
五
年
）
五
九
頁
。

（
26
）

藤
田
・
前
掲
注（
21
）、
一
九
二
頁
、
江
頭
憲
治
郎

商
行
為
法
（
第
五
版
）
（
弘
文
堂
・
平
成
二
一
年
）
四
三
四
頁
注（
4
）。
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（
27
）

中
西
・
前
掲
注（
9
）、

傷
害
保
険
お
よ
び
他
の
人
保
険
に
お
け
る
他
の
保
険
契
約
の
告
知
に
つ
い
て

二
〇
六
頁
以
下
、
洲
崎
・

前
掲
注（
11
）、

他
保
険
契
約
の
告
知
義
務
・
通
知
義
務

六
四
八
頁
以
下
、
山
下
・
前
掲
注（
11
）、

他
保
険
契
約
の
告
知
義
務
・
通
知

義
務

二
三
六
頁
。

（
28
）

な
お
、
事
例
⑭
は
、
判
決
上
は
一
部
請
求
認
容
し
て
い
る
が
、
認
容
部
分
の
争
点
は
事
故
の
外
来
性
・
偶
然
性
で
あ
る
の
で
、
本
稿

で
は
事
例
⑭
を
請
求
棄
却
し
た
（
保
険
者
の
契
約
解
除
を
認
め
た
）
事
例
と
し
て
扱
う
。

（
29
）

事
例
②
は
告
知
義
務
違
反
と
通
知
義
務
違
反
に
よ
る
解
除
が
問
わ
れ
た
が
、
前
者
の
み
解
除
を
認
め
、
後
者
に
つ
い
て
は
、

悪

意
・
重
過
失

要
件
を
満
た
さ
な
い
と
し
て
、
通
知
義
務
違
反
の
解
除
を
否
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
理
由
は
、
そ
れ
を
認
め
る
に

足
り
る
証
拠
が
な
い
と
す
る
だ
け
で
、
詳
し
く
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
結
論
的
に
は
故
意
の
事
故
招
致
を
認
定
し
て
原
告
の
請
求

を
棄
却
し
て
い
る
。

（
30
）

事
例
⑧
、
⑱
、
⑲
で
は
他
保
険
契
約
が
告
知
事
項
で
あ
る
こ
と
の
説
明
を
怠
っ
た
、
あ
る
い
は
保
険
代
理
店
担
当
者
が
他
保
険
加
入

の
事
実
を
知
っ
て
い
た
り
、
加
入
の
事
実
に
つ
い
て
別
段
確
認
を
取
ら
な
か
っ
た
事
実
認
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
31
）

事
例
⑳
で
は
、
告
知
欄
に
つ
い
て
他
保
険
契
約
が
告
知
事
項
で
あ
る
こ
と
の
記
載
が
不
十
分
で
、
保
険
者
に
と
っ
て
告
知
義
務
違
反

の
点
に
つ
い
て
認
識
・
理
解
し
て
い
な
い
と
の
認
定
の
み
な
ら
ず
、
保
険
金
総
額
は
や
や
高
額
で
あ
る
も
の
の
、
保
険
契
約
者
（
兼
被
保

険
者
）
の
職
業
、
資
産
、
収
入
の
状
況
に
照
ら
し
て
特
段
不
相
応
と
い
え
な
い
こ
と
、
各
保
険
契
約
が
同
人
の
死
亡
時
と
近
接
し
た
時
期

に
集
中
し
て
締
結
さ
れ
た
も
の
で
も
な
い
こ
と
、
ま
た
、
保
険
契
約
者
は
自
ら
を
被
保
険
者
と
す
る
も
の
に
限
ら
ず
、
配
偶
者
の
死
亡
、

後
遺
障
害
、
本
人
、
配
偶
者
の
入
院
費
に
つ
い
て
も
交
通
傷
害
保
険
契
約
も
締
結
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
事
情
を
考
慮
す
る
と
、
保
険
契

約
者
も
締
結
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
事
情
も
併
せ
、
不
正
な
保
険
金
取
得
目
的
は
な
い
、
と
認
定
し
て
い
る
。

（
32
）

事
例
⑤
、
⑨
に
つ
い
て
、
高
田
・
前
掲
注（
6
）、
九
四
頁
。
な
お
、
事
例
④
、
⑥
に
つ
い
て
は
、
一
審
（
④
判
決
）
で
は
、
保
険
事

故
の
疑
い
は
強
い
が
、
結
局
故
意
の
事
故
招
致
を
否
定
し
た
一
方
、
保
険
契
約
者
側
に
保
険
制
度
悪
用
の
意
図
が
あ
る
こ
と
の
主
張
立
証

が
な
い
と
し
て
、
解
除
が
否
定
さ
れ
た
が
、
二
審
（
事
例
⑥
）
で
は
、
一
審
と
ほ
ぼ
同
様
の
認
定
事
実
に
加
え
、
故
意
の
事
故
招
致
を
疑

わ
せ
る
事
実
の
隠
蔽
等
の
新
た
な
認
定
か
ら
、

保
険
を
濫
用
す
る
目
的
を
有
し
て
い
た

と
の
認
定
を
し
、

保
険
契
約
者
側
か
ら
の
そ

れ
を
覆
す
供
述
を
採
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
し
て
解
除
を
肯
定
し
て
い
る
。

（
33
）

佐
野
・
前
掲
注（
18
）、
二
三
頁
注（
59
）。
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（
34
）

栗
田
・
前
掲
注（
21
）、
一
〇
五
頁
。

（
35
）

磯
野
直
文

判
批

上
智
大
学
法
学
四
七
巻
三
号
（
平
成
一
六
年
）
一
二
七
頁
。
そ
の
他
、
⑯
判
決
に
つ
い
て
の
判
批
は
、
出
口
正

義
・
損
害
保
険
研
究
六
六
巻
二
号
（
平
成
一
六
年
）
二
四
五
頁
以
下
、
甘
利
公
人
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
〇
〇
号
（
平
成
一
七
年
）
一
五
三

頁
以
下
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
判
旨
に
疑
問
あ
り
、
と
す
る
。

（
36
）

な
お
、
事
例
⑱
、
⑲
、
⑳
で
は
、
重
複
保
険
が
告
知
・
通
知
義
務
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
保
険
会
社
側
の
説
明
不
足
や
、
そ
の
旨
が

申
込
書
記
入
欄
や
約
款
に
わ
か
り
や
す
く
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
告
知
欄
に
記
入
し
た
の
が
保
険
代
理
店
担
当
者
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
保
険
契
約
者
が
告
知
・
通
知
義
務
の
存
在
や
効
果
に
つ
い
て
十
分
に
認
識
し
、
理
解
し
て
い
た
と
は
言
い
が
た
い
と

し
て
保
険
契
約
者
の

故
意
・
重
過
失

を
否
定
し
て
い
る
。

（
37
）

そ
の
他
、
事
例
⑪
は
特
に
要
件
を
示
さ
ず
、
告
知
義
務
違
反
に
よ
る
解
除
を
認
め
て
い
る
が
、
こ
の
事
例
は
同
時
に
被
保
険
者
の
同

意
が
な
い
こ
と
を
も
っ
て
無
効
と
も
解
し
、
契
約
は
無
効
か
、
解
除
に
よ
っ
て
消
滅
し
た
と
解
し
て
い
る
。

（
38
）

事
例
⑨
は
、
保
険
金
額
の
累
積
は
過
大
で
は
な
い
が
、
短
期
間
に
集
中
加
入
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

（
39
）

事
例
⑮
で
は
、
事
故
と
入
通
院
治
療
の
全
て
に
因
果
関
係
が
あ
る
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
既
往
症
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

告
知
し
て
い
な
い
こ
と
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。

（
40
）

中
西
・
前
掲
注（
13
）

傷
害
保
険
契
約
に
お
け
る
他
保
険
契
約
の
告
知
義
務

、
二
六
一
頁
。

（
41
）

佐
野
、
前
掲
注（
18
）、
一
八
頁
も

故
意
・
重
過
失
の
認
定
を
厳
し
く
す
れ
ば
、
結
果
的
に
加
重
要
件
を
認
め
た
の
と
同
じ
効
果
が

発
生
す
る

と
説
く
。

（
42
）

生
命
保
険
に
お
い
て
は
、
保
険
契
約
者
等
に
よ
る
故
意
の
事
故
招
致
や
詐
欺
的
請
求
等
、
継
続
的
関
係
に
お
け
る
契
約
当
事
者
間
の

信
頼
関
係
が
破
壊
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
に
保
険
者
が
契
約
を
解
約
で
き
る
権
利
が
理
論
上
そ
し
て
約
款
上
、
認
め
ら
れ
て
い
る
（
中
西
正

明

生
命
保
険
契
約
の
重
大
事
由
解
除

大
阪
学
院
大
学
法
学
研
究
三
四
巻
一
号
（
平
成
一
九
年
）
七
九
頁
以
下
）。
ま
た
、
山
本
哲
生

教
授
は
、
不
正
請
求
対
策
と
い
う
観
点
か
ら
、
契
約
締
結
後
の
事
情
も
含
め
て
、
要
件
が
不
明
確
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
加
重
要
件
（
不

正
請
求
の
疑
い
）
を
課
さ
ざ
る
を
得
ず
、（
不
正
請
求
対
策
と
し
て
告
知
義
務
制
度
が
合
わ
な
い
の
で
あ
れ
ば
）
告
知
義
務
の
制
度
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
本
来
必
要
な
契
約
解
消
の
要
件
を
実
質
的
に
緩
和
し
て
い
く
の
は
妥
当
で
な
い
、
と
し
、
保
険
に
お
け
る
不
正
請
求
対

策
へ
の
、
信
頼
関
係
破
壊
に
よ
る
契
約
解
消
（
解
約
）
の
法
理
の
援
用
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
山
本
哲
生

他
保
険
契
約
の
告
知
義
務
の
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あ
り
方

田
村
善
之
編

情
報
・
秩
序
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
・
平
成
一
一
年
）
七
三
～
八
〇
、
八
五
頁
以
下

参
照
。

（
43
）

な
お
、
モ
ラ
ル
リ
ス
ク
の
排
除
と
い
う
目
的
を
同
じ
く
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
通
知
義
務
の
約
款
条
項
も
告
知
義
務
と
同
様
、
そ
の

効
力
は
無
効
と
解
さ
れ
よ
う
。

（
44
）

法
制
審
議
会
保
険
法
部
会
第
一
一
回
会
議
資
料
（
会
議
用
資
料
12
）
一
七
～
二
一
頁
、
法
制
審
議
会
保
険
法
部
会
第
一
一
回
会
議
議

事
録
三
四
～
四
五
頁
参
照
。
な
お
、
議
事
録
、
資
料
等
は
法
務
省
の

H
P
に
て
閲
覧
で
き
る
。http://

w
w
w.

m
oj.

g
o.
jp/

S
H
I
N
G
I/

h
o
k
e
n
in
d
e
x.
ht

m
l

（
45
）

法
制
審
議
会
保
険
法
部
会
第
一
七
回
会
議
資
料
（
会
議
用
資
料
17
）
七
～
八
頁
、
法
制
審
議
会
保
険
部
会
第
一
七
回
議
事
録
三
三
頁
。

な
お
、
大
串
淳
子
=
日
本
生
命
保
険
研
究
会
編
（
大
串
淳
子
筆
）

解
説
保
険
法

（
弘
文
堂
・
平
成
二
〇
年
）
四
五
頁
以
下
に
も
同
趣
旨

の
記
述
が
あ
る
。

（
46
）

洲
崎
博
史

保
険
法
の
も
と
で
の
他
保
険
契
約
の
告
知
義
務
・
通
知
義
務

中
西
正
明
先
生
喜
寿
記
念
論
文
集

保
険
法
改
正
の
論

点

（
法
律
文
化
社
・
平
成
二
一
年
）
九
〇
～
九
一
頁
。

（
47
）

洲
崎
・
前
掲
注（
46
）

保
険
法
の
も
と
で
の
他
保
険
契
約
の
告
知
義
務
・
通
知
義
務

、
九
一
～
九
二
頁
。

（
48
）

大
串
・
前
掲
注（
45
）、
四
五
頁
。

（
49
）

河
森
計
二

他
保
険
契
約
の
告
知
義
務
・
通
知
義
務
に
関
す
る
一
考
察

生
命
保
険
論
集
一
五
六
号
（
平
成
一
八
年
）
二
二
五
頁
以

下
も
、
保
険
者
の
引
受
基
準
が
一
般
に
明
ら
か
で
な
け
れ
ば
保
険
契
約
者
側
に
対
す
る
告
知
義
務
違
反
の
制
裁
的
効
果
の
発
動
を
正
当
化

で
き
な
い
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
、
と
し
、
各
保
険
者
の
引
受
基
準
は
そ
の
ま
ま
解
除
要
件
に
な
ら
な
い
、
と
す
る
。

（
50
）

洲
崎
・
前
掲
注（
46
）、

保
険
法
の
も
と
で
の
他
保
険
契
約
の
告
知
義
務
・
通
知
義
務

九
八
頁
注（
23
）参
照
。

（
51
）

例
え
ば
、
銀
行
が
事
業
資
金
を
貸
し
付
け
て
、
そ
の
銀
行
の
関
連
の
代
理
店
が
保
険
契
約
を
締
結
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
等
、
か
な

り
巨
額
の
契
約
で
あ
っ
て
も
保
険
会
社
が
承
知
で
引
き
受
け
て
い
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
単
に
保
険
金
額
が
巨
額
で
あ

る
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
他
保
険
契
約
を
悪
用
し
て
い
る
と
か
、
利
得
の
意
思
が
あ
る
等
の
、
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
要
素
を
必
要
と

す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
指
摘
も
あ
っ
た
（
法
制
審
議
会
保
険
部
会
第
一
一
回
議
事
録
三
六
頁
の
コ
メ
ン
ト
）。

（
52
）

引
受
基
準
の
よ
う
な
情
報
は
ひ
と
た
び
公
表
さ
れ
れ
ば
悪
用
さ
れ
る
お
そ
れ
も
強
く
、
公
表
し
に
く
い
事
柄
で
あ
る
こ
と
も
認
め
ざ
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る
を
得
な
い
。
洲
崎
博
史

人
保
険
に
お
け
る
累
積
原
則
と
そ
の
制
限
に
関
す
る
一
考
察

法
学
論
叢
一
四
〇
巻
五
・
六
号
（
平
成
九

年
）
二
四
四
頁
。

（
53
）

竹
濱
修

被
保
険
者
の
道
徳
危
険
と
危
険
の
増
加

近
大
法
学
三
五
巻
一
・
二
号
（
昭
和
六
二
年
）
一
一
五
頁
以
下
、
笹
本
、
前
掲

注（
9
）、
二
五
九
頁
以
下
、
山
下
、
前
掲
注（
9
）、

保
険
法

五
八
六
頁
、
河
森
、
前
掲
注（
49
）、
二
二
四
頁
。

（
54
）

山
本
（
哲
）・
前
掲
注（
42
）、
五
七
頁
も
同
旨
か
。

（
55
）

洲
崎
・
前
掲
注（
46
）、

保
険
法
の
も
と
で
の
他
保
険
契
約
の
告
知
義
務
・
通
知
義
務

九
四
頁
。

（
56
）

岡
田
智
司

定
額
保
険
契
約
の
累
積
と
不
正
受
給
目
的
の
関
係

文
研
論
集
一
二
〇
号
（
平
成
九
年
）
一
九
五
～
一
九
八
頁
参
照
。

な
お
、
同
二
一
一
頁
で
は
、
生
命
保
険
に
お
け
る
他
保
険
契
約
累
積
の
解
除
は
、
不
正
受
給
目
的
を
認
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
①
短
期

の
集
中
的
に
複
数
の
保
険
会
社
と
契
約
を
締
結
し
て
い
る
こ
と
、
②
保
険
契
約
者
の
収
入
と
保
険
料
と
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
あ
る
こ
と
、

③
契
約
締
結
か
ら
保
険
事
故
発
生
ま
で
の
期
間
が
比
較
的
短
期
間
で
あ
る
こ
と
、
④
保
険
事
故
発
生
に
は
不
自
然
な
点
が
あ
る
こ
と
を
総

合
的
に
勘
案
し
て
判
断
す
る
傾
向
が
あ
る
、
と
す
る
。
同
様
の
見
解
と
し
て
、
遠
山
優
治

重
大
事
由
解
除
規
定
を
め
ぐ
る
判
決
例
の
動

向
と
課
題

生
命
保
険
経
営
六
六
巻
一
号
（
平
成
一
〇
年
）
一
三
八
頁
、
中
西
・
前
掲
注（
42
）

生
命
保
険
契
約
の
重
大
事
由
解
除

、

一
一
七
頁
以
下
。

（
57
）

洲
崎
、
前
掲
注（
11
）、

他
保
険
契
約
の
告
知
義
務
・
通
知
義
務

六
六
〇
頁
。
な
お
、
反
対
意
見
と
し
て
、
佐
野
・
前
掲
注（
18
）、

二
四
頁
以
下
。
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